
白梅学園大学・白梅学園短期大学紀要　58：35～56（2022）

保育者が自らの保育の質を捉えることを可能にする研修 
プログラムの開発

―保育者の意識と行動の変容から捉えた研修効果の検証―

仲本　美央

久居麻紀子

【要約】

　本研究は、研究者と保育現場が共同して乳児が育つ環境を保障する保育者の「自らの
保育の質を捉えることを可能にする研修プログラム」を開発し、その効果を検証する試
みである。同研修プログラムに参加した保育者 3 名を研究協力者として、 4 回の研修参
加前後においてインタビューを行い、研修内容に含まれている知識や技術の習熟状況な
らびに自らの保育の質を捉えて振り返る状況、現状の保育実践における課題や悩みなど
に対する意識や行動について語られた内容をSCATで分析した。その結果、研究対象者
は、研修プログラムの参加経験によって、個人内および同僚間での保育実践を省察する
時間の増加と共にその省察力が高まったり、保育所保育指針を常用化して自らの保育の
質の向上を図ったりするなどの行動変容が現れた。また、研修の一つである保育マップ
作成から自らの保育への自信や安定感が現れ、さらに職員全体で保育を省察する機会や
時間の確保が重要であるという認識が深まっていた。研究協力者全員の意識・行動にお
いて、乳児が育つ環境を保障する上での成長プロセスを辿っていたことが明らかになっ
た。
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Ⅰ．研究の目的

　保育現場ならびに保育者は、社会の多様なニーズに伴い、幅広い専門性だけでなく、
その保育の質の向上が求められている。OECD国際幼児教育・保育従事者調査2018報告
書によると、参加国全てにおいて、75％以上の多くの保育者が同調査直前の12か月以内
に専門性向上のための活動に参加したと回答している（OECD,2018）。このうち、日本の
参加状況は83. 3 %と高い参加率であり、指針や要領などにも示される通り、保育従事者
が自らの専門性を向上することは職務上の責務であるからこその現状にある。実際に、
厚生労働省では今後さらなる専門性の向上を目指すために保育所等における保育の質の
確保・向上に関する検討会において議論を重ねている。その議論の中間的な論点の整理
として専門性向上を目指す上での保育の質の基本的な考え方が示されている。「保育の質
は、子どもが得られる経験の豊かさと、それを支える保育の実践や人的・物的環境など、
多層的で多様な要素により成り立つ」とし、保育実践の質の確保・向上に向けた取組の
在り方として、保育所保育指針を共通基盤として評価・研修を行い、組織ならびに地域
の保育士一人一人が主体的・継続的に参加して互いに学び合う関係性を形成し、互いの
保育を見合い対話しながら保育に対して多面的・多角的な検討を実施・普及していくこ
との必要性があるとしている。また、これらを地域の中での取組として中核を担う人材
を確保・育成し、現場の保育士だけでなく、地域の学識経験者と協同的に関わり、各地
の意見や取組などを全国的に検討・協議するための仕組みを創生することを目指してい
るとしている。
　これまでも、保育者が保育の質を向上する上で現職研修は必要不可欠なものであり、
その充実が求められるとされてきた（秋田,2009）。そのことにより、研修の実施形態が
キャリアアップ研修などの外部団体によるものだけでなく、各地域における保育現場で
の園内研修の実施が定着し、テーマを焦点化して職員同士が協同して保育の知識や技術
の育成を目指している現場などがあるが、その多くが保育カンファレンス（森上,1996）
などの職員同士の話し合いに基づいた研修である（中橋,2015;村上,2015）。また、その話
し合いの研修は多様化し、講義や講話を聞く伝達やエピソード記述に基づいた振り返り

（鯨岡・鯨岡,2009;室田,2016）、新たな気づきや学びを生み出す参加型（松山・秋田,2011）、
参加者の意見を出し合い、互いに尊重しながら進行する創発型（岡,2013）、参加者が課
題を設定し、アクションリサーチの手法を用いた探究型（片岡ら,2020）、写真を活用し
た保育場面の振り返り（瀧川,2015;鶴ほか,2017）、多様な立場の人が集いながらも平等な
関係性の中で共に教育実践を振り返るラウンドテーブル形式（青山,2021）など様々であ
る。このように保育全体の動向は研修実施が必然とされつつある中で、それら研修の結
果としてどのような成果が得られ、日常の保育の質の向上へとつながっているのかとい
う根拠を明らかにする研究調査が期待されている。
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　筆者らは、2016年より保育において重要とされている保育環境の質を保障する保育者
の役割とその成長プロセスの構築に焦点をあてて、保育者が実践の中で子どもにとって
の人的環境の一人として保育者自らがアイデンティティを形成し、年間を通じての保育
環境を整備する方法の検討を可能にする研修を積み重ねてきた経緯がある。その研修の
流れの中で保育者対象の「自らの保育の質を捉えることを可能にする研修プログラム」
を考案した。具体的には、保育者が自らの保育実践を多様な形式で振り返り、解説し、
互いに考えを交し合い、助言しあうことを生み出す 4 段階STEPの研修プログラムであ
る。
　本研究では、2019年の一年間において「保育者が自らの保育の質を捉えることを可能
にする研修プログラム」のSTEP 1 からSTEP 4 まで全て参加した中堅保育者の研修前後
の保育実践において、研修内容に含まれている知識や技術ならびに自らの保育の質を考
えて捉える力、保育実践中の課題や悩みに関する意識や行動がどのような変容を見せる
のかについて分析を行い、その研修効果を検証していくことを目的とした。

Ⅱ．自らの保育の質を捉えることを可能にする研修プログラム開発の経緯

　筆者らは、2016,2017年度の 2 年間においてA保育園の園内研修にて、エピソード記述
による研修内容を年間 4 回実施していた。具体的には、図 1 に示される通り、保育者10

名前後（業務シフトの都合により、研修日毎に参加人数が変動）がエピソード記述を行
い、同僚と共に保育場面を振り返り省察するものである。保育者はエピソードを記述す
るだけでなく互いにエピソードを読みあうことによって、「考える」「アドバイスする」

「反省する」「気づく」などのプロセスから、保育場面での考える力を身につけ、保育の
質を高めていた。しかしながら、この時点の課題として、保育者からエピソード記述に
時間がかかる、自らの保育の質を捉える上で客観性に欠けるなどの課題があげられた。
この課題の改善に向けて、まず、筆者がエピソード記述や保育者研修に関連する先行研

図1．2016～2017年度の研修プログラム 図2．2018年度の研修プログラムの検討
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究を概観し、これまでに課題とされていることや課題改善に向けての取組事例や方法を
明確化した。これを踏まえて2018年度に筆者ら（研究者と園長）とクラスリーダーであ
る保育者 3 名による研修プログラム内容の検討を月 1 回実施した（写真 1 .研修プログラ
ムの検討の様子）。この際のプログラム内容の検討項目と検討時における意見・提案・試
案から開発したプログラムの内容が表 1 の通りである。検討内容として、エピソード記
述に時間がかかるという課題については、研修目標の明確化、プログラムの流れ・回数・
時間、学習段階、プログラムの内容などについて互いの意見や提案、試案が出された。
また、自らの保育の質を捉える上で客観性に欠けるという課題については、エピソード
場面の視覚化、エピソード場面に向けての客観的視点、専門的な考察の欠如、保育所保
育指針の理解度、保育所保育指針に沿って振り返る方法、グループ編成などについて互
いの意見や提案、試案が出された。それらの検討結果から、開発されたプログラムの大
きな特徴点としてあげられたのは、エピソードにはより客観的な視点を得るために「他
者が撮影した保育場面の写真を活用してエピソードを記述すること」、エピソード記述に
より自らの保育実践に対する専門的な反省と気づきを促すために「保育記録マップ（図
3 .はじめて作成した保育記録マップ）の形式で作成をすること」、保育所保育指針に沿っ
た理解や振り返りを実現させるために「保育所保育指針チェックリストを活用すること」
を新たな内容として加えたことにある。保育記録マップは、エピソード記述として写真
に映し出された場面を書き示すだけでなく、子どもの育ちの背景、保育者のねらいや願
い、保育所保育指針との照らし合わせ、人的環境・物的環境・自然や事象的環境との関
連、保育者の倫理綱領との照らし合わせ、今後の課題や保育の展開、その他の10個を基
本項目として必要な内容を 1 枚の画用紙などに記述する方法である。

写真1．研修プログラム検討の様子 図3．�研修プログラム検討時に作成した保育
記録マップ
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　また、この研修プログラムを進める段階として、以下に示す通りの 4 つのSTEPで構成
した。このことにより、保育者が段階的かつ客観的に「保育環境の形成プロセス」を捉
え、保育の質の変化を明確にする研修プログラムを考案した。

[STEP 1 ] クラスリーダーもしくはサブリーダーによる実践事例（エピソード記述）
の発表と保育所保育指針（チェックリスト）の照らし合わせの研修

[STEP 2 ] 職員全員による実践事例（エピソード記述）の発表と保育所保育指針
（チェックリスト）の照らし合わせの研修

[STEP 3 ]職員全員によるエピソードと写真を活用した保育記録マップの作成
[STEP 4 ] エピソードと写真を活用した保育記録マップによるグループディスカッ

ションと全体発表

Ⅲ．研究の方法

1 ．研究協力者
　自らの保育の質を捉えることを可能にする研修プログラム参加したA保育園の保育者
12名のうち、中堅保育者 3 名。抽出した 3 名は、本研修に参加する前、エピソード記述
の経験はあったものの筆者らの実施する研修は未経験であった。

2 ．研究手続き
　インタビューガイドを作成し、研究対象者に対するインタビューを実施した。各研修
前後に行った調査は合計 5 回であり、STEP 1 の研修実施前の2019年 6 月14日から全ての
研修後の2020年 9 月23日までであった。研修後おおむね 1 ヶ月半から 2 ヶ月後にインタ
ビューをしていたが、最終研修日である 2 月 7 日以後は、コロナ禍にてインタビュー調
査が困難な状況になったため、 9 月23日に実施した。個別のインタビュー調査を実施し
た。研修に参加後、 2 ヶ月度の日常の保育実践を経て、追調査となる研修後のインタ
ビュー調査とした。この研修前後のインタビュー調査の内容を分析・理論記述する方法
をとった。分析方法として、大谷尚が考案するステップコーティングによるデータ分析
手法SCAT（STEP for Coding and Theorization）を用いた。

3 ．インタビュー内容
　以下 4 つの研修前後の意識や行動に関するインタビューを行った。
①日常の保育の中で自らの実践を振り返る機会はありますか?それは、どのような時に、

どのような方法で振り返りますか?
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②エピソード記述による振り返りについてどのように考えていますか?また、その理由を
お聞かせください。

③保育実践と保育所保育指針を照らし合わせた研修を行った後のあなたにお聞きしま
す。この方法による振り返りについてどのように考えますか?また、その理由をお聞か
せください。

④自らの保育の質を捉えなおす上で困っていることや悩んでいることはありますか。そ
の理由をお聞かせください。

4 ．倫理的配慮
　本研究は、白梅学園大学・白梅学園短期大学「人を対象とする研究」に関する研究倫
理審査委員会の審査・承認を得て実施した。具体的な倫理的配慮として、調査依頼時に
は研究協力者に対して依頼文書と研究説明書をもとに本研究の趣旨を説明し、研究協力
に対する拒否や事後の同意撤回が自由であることを示した上で同意を得た者のみインタ
ビューをおこなった。インタビュー開始時に、改めて文書に基づいて目的を説明し、イ
ンタビューで得たデータの保護と回答拒否の自由、ICレコーダーでの録音に関して説明
し、同意書に署名してもらった。

Ⅳ．結果

1 ．研究協力者の実態
　表 2 からもわかるように研究協力者は、 5 ～10年目の保育者であり、経験年数からす
ると中堅保育者にあたる。インタビュー調査の最終時には、全ての者がクラスリーダー
となっている。

2 ．研修前後の意識と行動の変容
　別紙資料は、研究協力者である保育者AのSCATを使ったデータ分析用紙である。① 

研究協力者 経験年数
エピソード
記述経験

備考

保育者 A 5～10 年目 有
４回目のインタビュー時にはクラスリーダー及び

副主任になる

保育者 B 5～10 年目 有
４回目のインタビュー時にはクラスリーダーにな
る

５年目の保育者であり、４回目のインタビュー時

にはクラスリーダーとなる
保育者 C 1～5 年目 有

表2．研究協力者の実態
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データの中の注目すべき語句を記入し、② ①を言い換えるためのデータ外の語句を記入
し、③ ②を説明するための概念、語句、文字列を記入し、④ そこから浮かび上がるテー
マ・構成概念を記入した。テーマ・構成概念は、テキストに記述されている出来事に潜
在する意味・意義を追加していく作業であり、これを繋ぎ合わせてストーリーラインを
作成した。最後にストーリーラインから重要な部分を抜き出し、命題や定義のような表
現で理論を記述する分析手法を行った。このようなSCATの手法によって研究協力者であ
る保育者 3 名それぞれの理論を導き出した後、さらにそれらを比較し、共通する研修の
効果と課題を示す手順をとった。表 3 ～ 7 は研究協力者A・B・Cの 5 つのインタビュー
項目ごとに理論記述をまとめ、示したものである。それぞれの理論記述を比較したとこ
ろ、次の通りの意識や行動の変容が明らかになった。

（1）　日常の保育の振り返りに対する意識と行動
　表 3 は、研究協力者の理論記述の内容から抜粋した研修前後の日常の保育の振り返り
に対する意識と行動である。研修前、保育者 3 名は、日々の保育を個人内で振り返るこ
とが必要であると認識したり、これに伴う独自の振り返りの機会や方法を持っていたり
している。これに加え、保育者AとBは、同僚とともに保育の質を向上させていく意識と
行動が必要であることも認識していた。しかしながら、この時点で同僚間での取組状況
はなかった。
　STEP 1 後、保育者AとBは「日常の保育を振り返って話し合い、伝え合う」や「日常
の保育を振り返り指導・助言を行い、改善を意識した保育を試みる」など同僚間で保育
の質を向上させる方法が創出されていた。保育者Cは個人内での振り返りに変化はない
が、日誌やノートの記述の機会に限らず、意識的に自らの保育を振り返り記述する習慣
が出現していた。

研究協力者 調査時期 理論記述の内容

研修前 個人内での振り返りから同僚と共に組織として向上していく取組の必要性を意識。

STEP1後 午睡中等新たな振り返りの機会として、同僚と話し合い、伝え合う方法による振り返りを創出への喜び。

STEP2後 定期的な同僚間の話し合いの増加と同僚と話し合い、伝え合う方法を継続の有効性への認識の高まり。

STEP3後
同僚間における保育中の振り返りの時間確保に困難感。毎日の日誌や連絡帳に記入する際に加え、月案や日課を作成する際に
振り返りの機会が付加。

STEP4後
同僚間における保育中または子どもの活動後の振り返りという保育中の振り返りが日常化。振り返り後に改善点を明確化し、保
育の質を捉え、向上させていく力が出現。

研修前 子ども一人ひとりの気持ちや状況に応じた保育の実現に向けての向上心が同僚同士の好影響となることと認識。

STEP1後 定期並びに不定期の同僚間における振り返りの中で指導・助言の機会を創出し、改善を意識した保育実践への試み。

STEP2後
継続した定期並びに不定期な同僚間で振り返りと同僚保育者からの指導・助言からの改善点を明確にしたクラス全体での保
育実践への意欲向上。

STEP3後 定期的なクラス会議だけでなく、月案作成時や日々の子どもの状況に応じた振り返り等等、日常場面における振り返りが増加。

STEP4後 定期的なクラス会議や月案作成時、日々の子どもの状況に応じた振り返り等、日常場面における振り返りが定着。

研修前 研修前に日々の日誌やノートなどから振り返る個人としての取組のみ。

STEP1後 日常の振り返りが日誌やノートを書くときだけのだったものが、常に自分の保育に振り返りの意識を持って記述する機会を創出。

STEP2後 日常における定期的な個人内で思考する振り返りの産出。

STEP3後
日常における定期的な個人内の振り返りについては変化がないものの、同僚との話し合いによる振り返りや業務上の振り返りが
付加。

STEP4後
日常における定期的な個人内の振り返っているが、業務時に振り返り、同僚との話し合いから自己理解を図り、保育の質の高め
ることへの意欲向上。

保育者A

保育者B

保育者C

表3．保育の振り返りに対する意識と行動
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　STEP 2 後、保育者AとBは、同僚間での振り返りの継続に有効性があると認識し、ク
ラス全体としてその取組への意欲が向上していた。保育者Cは、個人内での振り返りが
記述から思考へと方法が変化していた。
　STEP 3 後、保育者 3 名ともに、同僚間との振り返りと日誌や連絡帳、月案など何らか
の記述を伴う業務時に振り返りを行い、保育の質の向上を目指す意識と行動が出現して
いた。
　STEP 4 後、保育者 3 名ともに、個人内ならびに同僚間の振り返りは定着し、その中で
改善点を導き出し、保育の質を向上させていくことに意欲的な意識と行動が出現してい
た。

（2）　エピソード記述による振り返りに対する意識と行動の変容
　表 4 は、研究協力者の理論記述の内容から抜粋した研修前後のエピソード記述による
振り返りに対する意識と行動である。研修前、保育者 3 名は、エピソード記述による振
り返りの方法に対して、エピソード記述の特性への懸念もしくは有効性に対する意識を
持っていたり、STEP 1 にて発表者となることへの責務を感じて事前学習したりするのみ
であり、自らの自発的な取組に基づいた意識や行動はなかった。
　STEP 1 後、保育者 3 名のエピソード記述へ意義を見出し、積極的に取り組む姿勢へと

研究協力者 調査時期 理論記述の内容

研修前 エピソード記述の特性として記述者ごとに場面の捉え方の違いがあることへの懸念。

STEP1後 普段の保育場面を活字表現するというエピソード記述の意義を認識。

STEP2後
日常における同僚との意見交換とエピソード記述による振り返りの質の違いに気付く。自分が捉えていた同僚の考え
や思いとエピソードに記述されていた考えや思いの微妙な違い発見。

STEP3後
エピソード記述によって自らの思いやイメージが整理可能となり、無意識を意識化することによって、保育に対する気づ
きや深まりが持てることを実感。

STEP4後 文章・エピソード・マップの3段階における保育の振り返り過程から自らの考察の深化と保育実践の変化を実感。

研修前 初回研修にて自らがエピソードを記述する役割への責務から、他者のエピソード記述を読み事前学習を実施。

STEP1後
エピソード記述の取組への意義を認識したことによって子どもに向ける自らの意識や行動が変化していることを実感。
特に、子どもが生活する姿を成長過程として捉えられる力を習得。

STEP2後
他者のエピソード記述から学ぶ経験と自らもエピソード記述を経験をしたことから新たな子どもを捉える視点が生成。
子どもに対する考えが深化していることを実感。

STEP3後
エピソード記述によって保育所保育指針の学びの機会となり、保育場面の振り返りから子どもを捉える必要性を再認
識。日常の保育で気になる子どものエピソード記述に対する意欲向上。

STEP4後
エピソード記述の取組への意義を見出し、子どもに向ける自らの意識や行動が変化。同僚のエピソード記述と自らの
エピソード記述の内容から、保育実践と保育所保育指針の照らし合わせの違いを発見。エピソード記述が、子ども一
人ひとりと向き合い、成長を振り返る機会となり、定期的にエピソードを書くことが有効性であることを実感。

研修前
エピソード記述は自らの保育実践を客観的に捉える思考性や他者の指導・助言から得る互助性があり、よい取組で
あるという認識。

STEP1後
エピソード記述による振り返りの意義を認識し、積極的な取組姿勢へと変容。記述だけでなく、他者との話し合いの意
義を見出すことによって同僚の保育実践からの学ぶことの有効性を実感。

STEP2後
エピソード記述を単純に記録する方法という認識から記述から自らの思考を導き出す振り返りの方法という認識へと
転換。

STEP3後 エピソード記述によって、保育に対する客観的思考の産出し、保育おける自らの思いや願いの可視化を実現。

STEP4後
エピソード記述、保育所保育指針と保育実践の照らし合わせ、マップ作成による振り返りの定期的な取組を行い、その
有効性を実感。

保育者A

保育者B

保育者C

表4．エピソード記述による振り返りに対する意識と行動
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変容する。保育者Aは研修前エピソード記述の特性として記述者ごとに場面の捉え方に
違いがあることに懸念していた意識が普段の保育場面を活字に表現するというエピソー
ドの意義を見出し、保育者Bは研修前のエピソード記述する役割の責務から学習してい
た姿勢がエピソード記述の研修を経験することによって子どもに向ける自らの意識や行
動が変化の実感とともに子どもの成長過程を捉える力を身につけていると認識し、保育
者Cは研修前からエピソード記述が客観的な思考や他者の指導・助言から得る互換性が
あるという認識があったもののSTEP 1 後にはエピソード記述からの自らの振り返りに
積極的になるとともに他者との話し合いと同僚の保育実践から学ぶことの有効性を実感
している。エピソード記述の意義を認識した内容はそれぞれ異なるもののその変化は著
しいものであった。特に、エピソード記述を経験したBはこの時点で、子どもが生活す
る姿を成長過程として捉える力を習得したと自らの保育の質の向上を実感していた。
　STEP 2 後、保育者Aは日常の同僚との意見交換とエピソード記述による振り返りの質
の違いに気づき、自分と他者の微妙な考えや思いの違いを発見していた。保育者Bは、自
らのエピソード記述の経験と他者のエピソード記述から学ぶ経験を重ねたことから新た
な子どもを捉える視点が生成され、子どもに対する考えが深化していることを実感して
いた。保育者Cは、エピソード記述を単純に記録する方法から記述から自らの思考を導
き出す振り返りの方法へと認識が転換していた。
　STEP 3 後、保育者 3 名ともに、意欲的なエピソード記述への取組によって自らの保育
に対する思いや考え、イメージを活字によって可視化していくようになり、保育に対す
る客観的思考性や気づきの深化を実感していた。
　STEP 4 後、保育者 3 名ともに、エピソード記述だけではなく、保育実践の保育所保育
指針の照らし合わせ、保育記録マップの作成などにより、自らの子どもに向けて自らの
意識や行動、保育に対する考察の深化、保育実践の変化などよりよい保育に向けての有
効性を実感していた。

（3） 　保育実践と保育所保育指針を照らし合わせによる振り返りに対する意識と行動の
変容

　表 5 は、研究協力者の理論記述の内容から抜粋した研修前後の保育実践と保育所保育
指針の照らし合わせによる振り返りに対する意識と行動である。研修前、保育者 3 名は、
保育所保育指針に基づいた保育実践の重要性を認識しているものの、現状の保育実践に
対して自らが保育所保育指針に基づいて営んでいるのかについての客観的視点や評価方
法を習得していなかった。それらの理由から、指針への理解不足や自らの保育実践への
自信のなさ、評価方法を身につけていないことに課題があるなどを自己覚知していた。
　STEP 1 後、保育者 3 名は保育所保育指針への理解を深め、客観的に自らの保育実践が
子どもの成長過程に応じた保育を可能としているのかを検討し、振り返る方法を獲得し
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ていた。保育者AとCはそのことによって、子どもの発達や自らの保育実践などと保育所
保育指針の保育内容に示された項目との視点のズレや内容の不十分に関する気づきを得
ていた。また、保育者AとBは保育の質を向上し、さらに子どもの発達に応じた保育を実
践したいという意欲が向上していた。
　STEP 2 後、保育者 3 名は、子どもの発達に応じた保育の実現を目指し、保育所保育指
針を活用した保育実践によって専門的に根拠をもった保育実践やその実践のプロセスを
検討するなどともに、学生時代との学びの質の違いに気付いたり、自らの保育実践の変
化を実感し自信を獲得したり、定期的な振り返りの必要性を感じたりしていた。
　STEP 3 後、保育者 3 名ともに、自らの保育実践の課題を明確化し、保育を評価する力
を身につけていた。自らの変化を自覚しながら、保育実践と保育所保育指針の照らし合
わせの振り返りの有効性を実感していた。
　STEP 4 後、保育者 3 名ともに、保育所保育指針に関する理解不足や自らの保育実践に
対する自信のなさはなくなり、保育所保育指針に基づいた保育実践への自信と自らの保
育実践に対する安心感などを獲得していた。さらなる保育実践への意欲向上や自らの保
育の振り返り方法を身につけるだけでなく、保育者Bにおいては職員同士の話し合いの
増加、保育者Cにおいては身につけた振り返りの方法を他者へ指導する立場へと発展し
ていた。

研究協力者 調査時期 理論記述の内容

研修前 エピソード記述の特性として記述者ごとに場面の捉え方の違いがあることへの懸念。

STEP1後 普段の保育場面を活字表現するという活字というエピソード記述に取組の意義を認識。

STEP2後
日常における同僚との意見交換とエピソード記述による振り返りの質の違いに気付く。自分が捉えていた同僚の考え
や思いとエピソードに記述されていた考えや思いの微妙な違い発見。

STEP3後
エピソード記述によって自らの思いやイメージが整理可能となり、無意識を意識化することによって、保育に対する気づ
きや深まりが持てることを実感。

STEP4後 文章・エピソード・マップの3段階における保育の振り返り過程から自らの考察の深化と保育実践の変化を実感。

研修前 初回研修にて自らがエピソードを記述する役割への責務から、他者のエピソード記述を読み事前学習を実施。

STEP1後
エピソード記述の取組への意義を認識したことによって子どもに向ける自らの意識や行動が変化していることを実感。
特に、子どもが生活する姿を成長過程として捉えられる力を習得。

STEP2後
他者のエピソード記述から学ぶ経験と自らもエピソード記述を経験をしたことから新たな子どもを捉える視点が生成。
子どもに対する考えが深化していることを実感。

STEP3後
エピソード記述によって保育所保育指針の学びの機会となり、保育場面の振り返りから子どもを捉える必要性を再認
識。日常の保育で気になる子どものエピソード記述に対する意欲向上。

STEP4後
エピソード記述の取組への意義を見出し、子どもに向ける自らの意識や行動が変化。同僚のエピソード記述と自らの
エピソード記述の内容から、保育実践と保育所保育指針の照らし合わせの違いを発見。エピソード記述が、子ども一
人ひとりと向き合い、成長を振り返る機会となり、定期的にエピソードを書くことが有効性であることを実感。

研修前
エピソード記述は自らの保育実践を客観的に捉える思考性や他者の指導・助言から得る互助性があり、よい取組で
あるという認識。

STEP1後
エピソード記述による振り返りの意義を認識し、積極的な取組姿勢へと変容。記述だけでなく、他者との話し合いの意
義を見出すことによって同僚の保育実践からの学ぶことの有効性を実感。

STEP2後
エピソード記述を単純に記録する方法という認識から記述から自らの思考を導き出す振り返りの方法という認識へと
転換。

STEP3後 エピソード記述によって、保育に対する客観的思考の産出し、保育おける自らの思いや願いの可視化を実現。

STEP4後
エピソード記述、保育所保育指針と保育実践の照らし合わせ、マップ作成による振り返りの定期的な取組を行い、その
有効性を実感。

保育者A

保育者B

保育者C

表5．保育実践と保育所保育指針の照らし合わせによる振り返りに対する意識と行動
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（4）　自らの保育の質を捉えなおす上で困っていることや悩んでいることの変容
　表 6 は、研究協力者の理論記述の内容から抜粋した研修前後の自らの保育の質を捉え
直す上で困っていることや悩んでいることである。研修前、保育者Aは、保育実践後の
振り返りの少なさに課題を感じている。保育者Bは個人内で保育の質を捉え直すのみで
は子どもに応じた保育実践を実現することの困難感を抱えている。保育者Cは自らの保
育の質を客観視するためにも同僚間の話し合いによる振り返りの時間が必要であると感
じている。
　STEP 1 後、保育者 3 名は同僚間の意見交換や連携を含む話し合いの有効性を認識し、
これまで以上にその時間の確保とそのためにノンコンタクトタイムやゆとりの必要性を
感じていた。
　STEP 2 後、保育者 3 名ともに、よりよい保育の質を目指すために同僚間の話し合いの
時間確保の必要性を感じているが、日常の多忙さゆえに状況を実現させることのできな
い葛藤を抱えていた。さらに保育者Aにおいては自らの保育の質を向上させるために試
行錯誤しながら悩んでいる状況があった。
　STEP 3 後、保育者B・Cは前回より継続して同僚間の話し合いの時間の確保に困難さ
を抱えていた。また、保育者AとCは、自らの保育実践を問い直し、保育の質を意識化し
たことによって反省や改善すべき点を見出し、悩みを抱えていた。
　STEP 4 後、保育者Aは同僚との話し合いの場において指導をする立場として責任・不
安とともに自らの保育の質に対する自問自答が出現していた。保育者BとCは、前回より
継続して日常の多忙さゆえに同僚間の話し合い時間の確保の困難感と共にその話し合い
から保育の質を向上させていきたいという願いがあった。

研究協力者 調査時期 理論記述の内容

研修前 実践後の振り返りの少なさに課題。

STEP1後
クラス職員同士の話し合いの有効性を認識。保育の質を捉えなおす時間確保や同僚のアドバイスを活かした保育の実現などゆ
とりが必要。

STEP2後
保育環境構成の見直し・修正・実践・省察を行い、クラスの職員同士で意見交換しながらの振り返り、自らの保育の質を検討す
る上での試行錯誤。

STEP3後 自らの子どもたちへの対応に関する振り返りと反省に伴い、子どもの主体性を重視した保育の意識化を図る事で悩みの出現。

STEP4後 同僚を指導する立場としての責任と不安を抱えると同時に、自らの保育の質に対する自問自答から現れる困難感。

研修前 個人で保育の質を捉え直すための振り返りのみでは、子どもの気持ちや状況に応じた保育実践に困難感。

STEP1後 これまで以上に同僚間の話し合いや連携の必要。

STEP2後
クラスの人数の増加により保育者のゆとりが欠如。子どもの願いや思いを尊重した保育実践への意欲はあるものの検討時間の
確保が困難。子ども一人ひとりに応じた保育実践の実現へ向けて検討・改善を図るために話し合い必要。

STEP3後 日常の多忙さによる話し合いの時間の確保に困難感。

STEP4後
日常の多忙さによる話し合いの時間の確保に困難感。子どもの遊びの充実への願いから職員同士の連携や子ども理解・子ども
の情報共有の必要性を認識しているが不十分。

研修前 同僚間の話し合いによる振り返りや自らの保育の客観的評価が必要。

STEP1後 ノンコンタクトタイムや同僚間の話し合いや連携が必要。

STEP2後 仕事での余裕やゆとりのなさによって保育の質を捉えなおす時間確保に困難感。

STEP3後 前回同様の悩みに加え、自らの保育に関する反省、改善が必要。

STEP4後
クラス全体でよりよい保育を検討する上でリーダーとして新人職員などの指導と自らが保育の質を捉える時間確保との両立。仕
事の量と振り返り時間のバランスをとることが必要。

保育者A

保育者B

保育者C

表6．自らの保育の質を捉えなおす上で困っていることや悩んでいること
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（5）　STEP 3 にて作成された保育記録マップ
　STEP 3 にて作成した保育記録マップの例が図 4 の通りである。STEP 4 後は、保育者
3 名ともにエピソード記述と合わせてその記述内容と保育所保育指針の照らし合わせや
保育記録マップ作成を定期的な取組への意義を実感し、自らの子どもに向けての意識や
行動、保育実践の変化を実感していたことが明らかになった。実際に、図 4 に示される
ように、本研修プログラムを試案していた当初の図 3 と比較して、保育記録マップの記
述はより専門的に考察した内容へと発展していた。

Ⅳ．考察

　以上の結果から、本研修プログラムを実施後、研究協力者 3 名の意識と行動の変容を
捉え、以下のその研修効果と共に改善点を検討する。

（1）　保育の振り返り方法の多様性と段階的な研修プロセスが生み出した効果
　本研修プログラムの大きな特徴は、保育の振り返り方法の多様で段階的な研修プロセ
スにある（図 5 ）。

図4．研修後に作成された保育記録マップ
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　研修前後の保育者 3 名の意識と行動には、本研修プログラムの特徴によって得られた
効果があると考えられる。まず、保育の振り返りの方法の一つであるエピソード記述の
振り返りに対する意識と行動の変容について捉えてみると、事前の聞き取りから保育者
3 名は、エピソード記述を学んだ経験はあったものの自らの保育実践で活用して取り組
んだ経験は少ない状況にあった。その状況下、本研修プログラムに参加したことにより、
保育者 3 名ともにSTEP 1 終了直後からエピソード記述への取組に意義を見出していた
だけでなく、保育者AのSTEP 4 後の「自らの考察の深化」や保育者B「日常の保育で気
になる子どものエピソード記述に対する意欲の向上」、保育者Cの「保育における自らの
思いや願いの可視化を実現」にあるようにエピソードの記述内容の質や記述することへ
の意欲が向上していたことが明らかになった。STEP 1 ～ 3 までの間に自らのエピソード
記述への取組だけでなく、同僚のエピソード記述を通して学び合うことで、自他ともに
同僚間での保育に対する考えや思いなどを交換し合い、子どもまたは保育そのものに向
けての気づきを広げ、考えを深めていた。この気づきや考えの深まりは、園内研修の意
義の一つとしてあげられる知の再構築（若林・杉村,2005）であったと考えられる。本研
修のエピソード記述を繰り返し積み重ねて学ぶ段階構造が保育者各自の進度に合わせた
意識や行動の変容を生み出しているとも考えられる。図 3 と図 5 の保育記録のマップの
変容からもわかるように、箇条書きによる保育の視点のみの記述から項目ごとに自らの
保育に対する現状の捉え方、考え方の詳細を記述するだけでなく、保育所保育指針や倫
理綱領の文言を踏まえた照らし合わせによる考察や今後の課題と保育展開までを含めた
より専門的な考察へと内容が変化している。これら保育者たちの意識と行動の変容が生
み出されたのは、エピソード記述によって自らの保育を客観的に考察するだけでなく、
他者からの指導や助言などを生み出しやすい研修展開があったからであろうと考えられ
る。奥山・佐藤（2006）は、「エピソードは保育者の感情の動きや判断も含めた記述に
よって，本人のみならず他の保育者も保育者としての役割を省察し，対象幼児に関する
検討から保育全体の課題へと展開して考察する資料となり得る」と言及している。保育
記録マップは、保育者一人が取り上げる事例のエピソード記述のみではなく、個人が捉

Step1

【一つのエピソードで保育の質を検討】

リーダーが作成したエピソード記述発表

＋保育所保育指針チェックリスト
＋クラスごとのディスカッション

Step2

【全員のエピソードで保育の質を検討】

各自が作成したエピソード記述発表
＋保育所保育指針チェックリスト
＋クラスごとのディスカッション

Step3

【各自が保育記録マップを作成】

エピソード記述（写真含む）

＋保育所保育指針
＋考察

保育記録マップ

【全員が保育記録マップを発表し、保育の質を検討】

各自が保育記録マップを作成
＋発表
＋全体のディスカッションで保育の質を検討

Step4

図5．保育の振り返り方法に関する研修プロセス
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えた多様な考察もまた保育全体の課題としてより深い考察へと発展し、組織の共有資料
として活用することが予想される。
　保育実践と保育所保育指針の照らし合わせによる振り返りに対する意識と行動の変容
について捉えてみると、研修前、保育者 3 名は保育所保育指針を日常で活用することの
必要性は自覚しているものの具体的取組には至っていない状況にあった。そのことに
よって自らの保育実践に自信がなく専門性を捉え振り返る方法も欠如していたのではな
いかと考えられる。しかしながら、研修に参加したことにより、保育者 3 名ともにSTEP 1

直後から保育所保育指針への理解が深まり、子どもの発達に応じた保育実践に対する自
らの課題を見出し、よりよい保育の質の向上を目指した保育実践へと実現させていた。
その流れの中で獲得した能力や方法から自信と意欲が得られ、最終的には職員同士の話
し合いの場の創出や指導者としての役割へと発展していた。2020（令和 2 ）年 6 月、厚
生労働省の保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会の「中間的な論点の
整理」における総論的事項に関する考察を中心にしたとりまとめによると、保育実践の
質の確保・向上に向けた取組のあり方の一つに「保育所保育指針の理解を共通基盤とし
た取組の推進」を挙げ、保育内容等の評価や研修など保育の質の確保・向上に向けた取
組が、より現場における実践の改善・充実に実効性のあるものとなるために、保育士等
をはじめ様々な関係者が保育所保育指針の内容について理解を深め、これを共通の基盤
としながら、常に「子どもにとってどうか」という視点から各々の取組のあり方が検討
され、一貫性あるものとして実施されることが重要であるとしている。その視点から考
えると、保育者 3 名には、保育所保育指針に基づき、子どもの発達に応じた保育実践の
在り方を常に問い続ける姿が現れ、かつ同僚との話し合いの場が生み出されていること
から一貫性ある保育を目指す組織構造が生み出されつつある過程にあると言えよう。本
研修プログラムが保育所保育指針の理解を共通基盤とした取組の推進に向けての効果が
あると考えられる。
　最後に、日常の保育の振り返り方法に関する意識と行動の変容を捉えてみると、研修
前の保育の振り返りの方法については、同僚間での振り返りに対する意識に違いはある
が、保育者Aは日課を見直しながら、保育者Bは月案や日誌を記入しながら、保育者Cは
日誌やノートに記録しながらというそれぞれ独自の振り返り方法があった。その状況が、
保育者A・BはSTEP 1 直後から同僚間での振り返りへの意識と行動が変容していた。さ
らにSTEP 1 ～ 3 までの間には全員が個人内と同僚間での振り返りの意識や行動が顕在
化していくプロセスが辿られていた。最終的にSTEP 4 後には、個人でも同僚間でも日常
における振り返りが定着しただけでなく、回数が増加していた。これらのことから、日
常の振り返りが有効であるという認識が深まるとともに、必要に応じて積極的に取り組
む行動が園全体へと拡大し、定着していったものと考えられる。その一方で、保育者A

のSTEP 3 後にあるように振り返りの時間を確保することへの困難感も現れ始めたこと
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がわかる。しかしながら、この困難感の現れに関しては、よりよい保育に向けての発展
的な取組からの現われであることから、否定的な意識や行動の変容とは言えないのでは
ないだろうか。保育者が同僚間で課題を話し合うことについて、森上（1996）は「保育
カンファレンス」を構想し、保育者が互いに具体的な保育場面を取り上げながら相互に
語り合い、多様な意見を出し合ってすり合わせを行う中で学び合うことの意義を提唱し
た。本研究の研修プログラムに参加した保育者 3 名の姿から研修時間の枠組みに捕らわ
れることなく、日常の保育においてこの「保育カンファレンス」の機会を生み出したと
考えられる。
　以上のことから、本研修プログラムの研修効果を総合的に捉えてみると、①日常の振
り返りが個人から同僚間への拡大　②保育所保育指針の常用化　③保育記録マップ作成
による保育者の自信と安心感の産出　④保育の質を捉える力の育成の 4 点があったと考
えられる。

（2）　保育者一人ひとりの保育の質の向上と話し合いの時間確保の実現に向けての改善
　研究協力者である保育者 3 名は自己の保育の質を捉え直す上で悩んでいることや困っ
ていることとして研修前から自らの保育実践を振り返る時間や同僚間の話し合いの時間
確保の問題を抱えていた。この状況は、研究対象となった本園だけでなく、研修の進行
に従って、よりよい保育の質の向上を求めるほど、その時間の必要性が増大していく傾
向にあった。研修時間や話し合いの時間の確保に対する困難感については、これまでも
多く指摘されてきたことである。成田（2008）は保育所に期待される役割が深くかつ広
くなり、そのため職員配置はますます流動的になることによって、研修の時間を確保す
ることが難しくなっていることを指摘している。また、加藤・安藤（2013）は、保育者
を対象とした職務上の困難感に関するアンケート調査の結果から、職務上の困難さを感
じる状況の大きな要因として職員間の連携の困難があることを明らかにしている。研修
に参加した保育者たちの心に残った・保育への理解が深まった発言を元に園内研修にお
ける保育者の学びの構造化の試みを行った淀川ほか（2020）によれば、担任保育者に多
かった記述内容として「同僚の意見や助言を聞く」「保育を見てもらい、振り返る」「保
育を見て、聞いて、学ぶ」であったとしており、同僚間での学び合いに大きな価値を抱
いていることがわかる。
　このように捉えていくと、保育者が保育実践を振り返り、保育の質を向上させていく
ためには、業務内でノンコンタクトタイムなどによる子どもへの直接的な保育の時間以
外の時間の確保だけでなく、研修プログラムの内容として話し合いの時間をより確保す
ることが改善点の一つであると言える。また、この時間の確保については、 1 回の研修
時間の設定としてではなく、研修回数などの工夫も必要であり、より重層的なプログラ
ム改善を図る必要があると考えている。
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Ⅴ．今後の課題

　本研究では、保育現場の保育者と研究者が協働して研修プログラム開発に取り組んで
きた。その目的は、実際に保育実践に臨む保育者自らがどのような研修内容を必要とし、
その研修方法によってどのような学び合いの方法を築くことができるのかを模索し、組
織全体が目の前の保育の質を高めることができるのかを検討するためのものであった。
どちらも保育学を専門とする者同士が互いの知識と技術を出し合って築き上げてきたこ
とによって、双方が主体となって取り組みとなり、継続して考案にまで至ったと言えよ
う。
　増田（2021）は30年間以上研修講師を務めた立場から、学ぶ研修から学び合い共に創
る研修へと変遷したことを指摘し、その中で「基本的な考え方や哲学があり、そのうえ
で、実際の子どもたちの姿、保育、保護者とのかかわりから、保育者自身がそれらをし
なやかに捉え、また、仲間と共に想像する学びを感じながら取り組むことが必要で、昨
日から今日、今日から明日へと連続させ、持続していくことが大切にされている」と言
及している。本研究の研修プログラムは、先述した通り園の特色や職員の特質なども考
慮に入れ、組織の中で必要なことの検討を重ねて築き上げた研修プログラムである。研
修後において保育者の意識と行動が定着し、得られた学びを日常の保育へ活かしていた
保育者の姿は、まさしく昨日から今日、今日から明日へと連続させ、持続していくこと
を生み出した学びの成果なのではないだろうか。
　しかしながら、本研究では保育者へのインタビューによってその意識と行動の変容に
ついては明らかにしたものの、学習内容の過程については捉えられていない。今後、保
育記録マップの内容や研修中の発言内容などの分析によって、より深く保育者が研修で
変化を遂げていた過程を明らかにし、改善を図りながらより発展的な研修プログラムの
開発に取り組んでいきたい。
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く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

か
?

13
聴

き
手

研
修

4回
目

後
、

あ
な

た
は

、
現

在
、

日
常

の
保

育
の

中
で

自
ら

の
実

践
を

振
り

返
る

機
会

は
あ

り
ま

す
か

?そ
れ

は
、

ど
の

よ
う

な
時

に
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

振
り

返
り

ま
す

か
?

14
保

育
者

A

以
前

に
比

べ
る

と
な

ん
か

回
数

が
増

え
た

な
っ

て
い

う
の

は
す

ご
く

思
う

ん
で

す
け

ど
、

一
日

の
保

育
の

終
わ

り
も

そ
う

で
す

し
、

自
分

の
担

当
児

と
の

活
動

が
終

わ
っ

た
時

点
で

す
と

か
、

一
日

の
う

ち
、

保
育

中
に

細
か

く
振

り
返

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
か

な
と

思
い

ま
す

。
自

分
の

言
葉

が
け

と
か

援
助

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
を

し
た

後
に

、
な

る
べ

く
即

振
り

返
る

こ
と

が
増

え
て

き
た

か
な

と
思

い
ま

す
。

一
日

終
わ

っ
て

か
ら

と
い

う
よ

り
も

、
そ

の
時

、
そ

の
時

に
す

ぐ
に

振
り

返
っ

て
、

そ
の

前
の

出
来

事
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
あ

っ
、

こ
こ

は
そ

う
す

れ
ば

よ
か

っ
た

な
と

い
う

判
断

を
つ

け
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

が
増

え
た

か
な

と
思

い
ま

す
。

以
前

に
比

べ
る

と
な

ん
か

回
数

が
増

え
た

/
一

日
の

終
わ

り
/自

分
の

担
当

児
と

の
活

動
が

終
わ

っ
た

時
点

/保
育

中
に

細
か

く
振

り
返

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
/自

分
の

言
葉

か
け

と
か

援
助

と
か

/な
る

べ
く

即
振

り
返

る
こ

と
が

増
え

た
/一

日
終

わ
っ

て
か

ら
と

い
う

よ
り

も
そ

の
時

/ず
く

に
振

り
返

っ
て

/そ
の

前
の

出
来

事
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
/こ

こ
は

そ
う

す
れ

ば
よ

か
っ

た
な

と
い

う
判

断

保
育

中
の

振
り

返
り

/活
動

後
の

振
り

返
り

/自
ら

の
保

育
実

践
の

具
体

的
な

振
り

返
り

/振
り

返
り

後
の

改
善

点

日
常

的
な

保
育

中
の

個
人

内
の

振
り

返
り

振
り

返
り

か
ら

の
改

善
点

の
明

確
化

日
常

的
な

保
育

中
の

個
人

内
で

の
振

り
返

り
と

改
善

点
の

明
確

化
・

改
善

点
ま

で
導

き
出

す
よ

う
に

な
っ

た
の

は
な

ぜ
か

?

15
聴

き
手

研
修

前
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

16
保

育
者

A
写

真
や

ビ
デ

オ
で

は
自

分
の

保
育

を
客

観
視

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
良

い
と

思
い

ま
し

た
。

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

関
し

て
は

、
細

か
い

描
写

が
受

け
取

る
人

に
よ

っ
て

ば
ら

つ
き

が
出

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

写
真

や
ビ

デ
オ

/自
分

の
保

育
/客

観
視

/良
い

/エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
/細

か
い

描
写

/受
け

取
る

人
/ば

ら
つ

き

視
覚

的
な

情
報

に
よ

る
記

録
/自

ら
の

保
育

の
客

観
視

/エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

お
け

る
各

自
の

捉
え

方
の

異
な

り

視
覚

的
な

情
報

に
よ

る
記

録
か

ら
振

り
返

る
こ

と
の

客
観

性
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
お

け
る

各
自

の
捉

え
方

視
覚

的
な

情
報

に
よ

る
記

録
に

よ
る

客
観

視
振

り
返

り
の

方
法

の
違

い
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
お

け
る

各
自

の
場

面
の

捉
え

方
の

違
い

・
 振

り
返

り
の

方
法

に
よ

っ
て

場
面

の
捉

え
方

や
保

育
の

客
観

視
に

違
い

が
あ

る
の

か
?

17
聴

き
手

研
修

1回
目

後
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

18
保

育
者

A
普

段
の

保
育

を
活

字
と

い
う

形
で

文
字

に
起

こ
し

て
書

く
こ

と
で

改
め

て
気

づ
か

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

私
は

こ
う

い
う

こ
と

を
し

て
こ

う
い

う
を

し
て

い
た

ん
だ

な
と

い
う

こ
と

を
振

り
返

る
じ

ゃ
な

い
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
う

い
う

チ
ャ

ン
ス

を
い

た
だ

い
て

い
る

ん
だ

な
と

思
い

ま
し

た
ね

。
記

述
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、自

分
の

中
で

整
理

が
で

き
る

ん
だ

な
と

い
う

の
を

感
じ

ま
し

た
。

普
段

の
保

育
/活

字
/文

字
で

起
こ

し
て

書
く

/改
め

て
気

づ
か

さ
れ

る
/こ

う
い

う
こ

と
を

し
て

た
ん

だ
な

と
い

う
こ

と
を

振
り

返
る

/チ
ャ

ン
ス

を
い

た
だ

い
て

い
る

ん
だ

な
/記

述
す

る
こ

と
/自

分
の

中
で

整
理

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

気
づ

き
/自

ら
の

保
育

を
振

り
返

り
、

確
認

す
る

チ
ャ

ン
ス

/記
述

に
よ

っ
て

自
ら

の
保

育
を

整
理

し
、

捉
え

る

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

の
意

義
を

見
出

し
た

こ
と

に
よ

る
取

り
組

み
姿

勢
の

変
容

自
ら

が
保

育
を

捉
え

る
力

、
考

え
る

力
の

変
化

を
実

感

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

取
り

組
む

こ
と

の
意

義
研

修
後

、
保

育
に

向
け

る
自

ら
の

意
識

や
行

動
の

変
化

・
 研

修
後

、
な

ぜ
保

育
に

向
け

た
捉

え
方

や
自

ら
の

意
識

や
行

動
が

変
化

し
た

の
か

、
そ

の
要

因
は

何
か

?
・

 研
修

後
、な

ぜ
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
対

す
る

印
象

や
考

え
が

変
化

し
た

の
か

、
そ

の
要

因
は

何
か

?

19
聴

き
手

研
修

2回
目

後
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

20
保

育
者

A

私
は

一
回

目
に

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

だ
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

二
回

目
は

ク
ラ

ス
の

職
員

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
聞

く
形

だ
っ

た
の

で
す

が
、

普
段

か
ら

意
見

交
換

を
ま

め
に

し
て

い
る

ク
ラ

ス
だ

っ
た

の
で

そ
う

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

見
た

こ
と

あ
る

、
こ

う
い

う
場

面
あ

る
よ

ね
っ

て
い

う
話

題
で

結
構

盛
り

上
が

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

や
っ

ぱ
り

文
章

に
し

て
い

く
こ

と
に

よ
っ

て
エ

ピ
ソ

ー
ド

見
て

っ
て

い
う

の
が

、
口

頭
で

伝
え

合
う

と
い

う
の

と
、

ま
た

違
っ

た
、

な
ん

て
い

う
の

か
な

微
妙

に
考

え
方

、
感

じ
方

が
個

人
個

人
に

よ
っ

て
違

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
り

と
か

、
こ

う
い

う
思

い
で

っ
て

い
う

深
い

と
こ

ろ
ま

で
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
見

る
こ

と
で

知
れ

た
の

で
、

よ
り

そ
の

後
の

話
し

合
い

と
か

も
よ

り
深

い
も

の
に

な
っ

て
い

っ
て

ま
す

ま
す

そ
の

共
有

す
る

時
間

が
増

え
て

言
っ

た
か

な
と

思
い

ま
す

。

一
回

目
に

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

だ
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
/二

回
目

は
ク

ラ
ス

の
職

員
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

聞
く

/普
段

か
ら

意
見

交
換

を
ま

め
に

し
て

い
る

ク
ラ

ス
/こ

う
い

う
場

面
あ

る
/文

章
に

し
て

い
く

こ
と

に
よ

っ
て

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

見
て

/口
頭

で
伝

え
合

う
の

と
ま

た
違

っ
た

/微
妙

な
考

え
方

、
感

じ
方

個
人

個
人

に
と

っ
て

違
っ

た
/こ

う
い

う
思

い
で

っ
て

い
う

深
い

と
こ

ろ
ま

で
/エ

ピ
ソ

ー
ド

を
見

る
こ

と
で

知
れ

た
/そ

の
後

の
話

し
合

い
と

か
も

よ
り

深
い

も
の

に
な

っ
て

/ま
す

ま
す

共
有

す
る

時
間

が
増

え
て

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

書
く

側
/エ

ピ
ソ

ー
ド

を
聞

く
側

/意
見

交
換

が
活

発
な

ク
ラ

ス
運

営
/文

章
と

口
頭

の
違

い
/個

人
内

の
深

い
考

え
を

知
る

/考
え

を
共

有
す

る
時

間
の

増
加

口
頭

で
の

意
見

交
換

と
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
よ

る
振

り
返

り
の

質
の

違
い

エ
ピ

ソ
ー

ド
に

記
入

さ
れ

る
個

人
の

微
妙

な
考

え
や

思
い

の
違

い
定

期
的

な
同

僚
間

の
話

し
合

い

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

お
け

る
保

育
者

の
思

い
や

願
い

へ
の

理
解

の
深

さ
定

期
的

な
同

僚
間

の
話

し
合

い

・
 な

ぜ
、

口
頭

で
話

す
よ

り
も

エ
ピ

ソ
ー

ド
の

記
述

の
方

が
個

人
内

の
深

い
理

解
を

よ
り

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
か

?

21
聴

き
手

研
修

3回
目

後
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

別
紙

資
料

：
保

育
者

A
の

内
容

分
析



55保育者が自らの保育の質を捉えることを可能にする研修プログラムの開発 

22
保

育
者

A
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
記

述
す

る
こ

と
で

、
頭

の
中

に
あ

る
思

い
や

イ
メ

ー
ジ

が
整

理
さ

れ
て

、
自

分
で

あ
ま

り
意

識
せ

ず
に

行
っ

て
い

る
こ

と
に

も
気

が
つ

く
こ

と
が

で
き

た
り

、
そ

の
時

の
気

持
ち

を
後

で
見

返
せ

る
の

で
、

日
々

流
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
こ

と
を

見
逃

さ
ず

に
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

方
法

だ
な

と
考

え
て

い
ま

す
。

頭
の

中
に

あ
る

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
が

整
理

さ
れ

て
/自

分
で

あ
ま

り
意

識
せ

ず
に

行
っ

て
い

る
こ

と
に

も
気

が
つ

く
/そ

の
時

の
気

持
ち

を
後

で
見

返
せ

る
/日

々
流

さ
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
こ

と
を

見
逃

さ
ず

に
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

方
法

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
の

整
理

/無
意

識
の

意
識

化
/個

人
内

の
保

育
に

対
す

る
気

づ
き

個
人

内
の

保
育

に
対

す
る

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
の

整
理

保
育

の
意

識
化

個
人

内
の

保
育

の
気

づ
き

個
人

内
の

保
育

の
振

り
返

り
の

整
理

、
意

識
化

、
気

づ
き

の
深

ま
り

な
ぜ

、
保

育
に

対
す

る
考

え
を

整
理

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
の

か
?

23
聴

き
手

研
修

4回
目

後
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

24
保

育
者

A
前

と
今

だ
と

子
ど

も
に

対
す

る
考

え
と

か
対

応
と

い
う

の
が

変
わ

っ
て

き
た

と
い

う
の

と
、

自
分

が
考

え
て

て
も

ち
ろ

ん
子

ど
も

に
接

し
て

い
る

ん
で

す
け

ど
、

文
章

に
し

て
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
し

て
、

そ
れ

を
さ

ら
に

マ
ッ

プ
に

す
る

と
、

自
分

の
中

で
の

整
理

が
つ

き
や

す
く

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
一

つ
ひ

と
つ

の
過

程
を

経
て

、
深

く
考

察
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
と

感
じ

て
い

る
。

子
ど

も
に

対
す

る
考

え
と

対
応

が
変

わ
っ

て
き

た
/文

章
に

し
て

エ
ピ

ソ
ー

ド
に

し
て

、
そ

れ
を

さ
ら

に
マ

ッ
プ

に
す

る
と

/自
分

の
中

で
整

理
が

つ
き

や
す

く
な

っ
た

/一
つ

ひ
と

つ
の

過
程

を
経

て
、

深
く

考
察

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
に

対
す

る
保

育
の

変
化

/保
育

実
践

の
文

章
化

・
エ

ピ
ソ

ー
ド

化
・

マ
ッ

プ
化

の
過

程
/個

人
内

で
の

保
育

の
整

理
/考

察
過

程
の

深
ま

り

保
育

実
践

の
変

化
保

育
の

3つ
の

振
り

返
り

段
階

深
ま

り
の

あ
る

考
察

過
程

3段
階

に
お

け
る

保
育

の
振

り
返

り
過

程
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
考

察
の

深
ま

り
と

保
育

実
践

の
変

化

3段
階

に
お

け
る

保
育

の
振

り
返

り
過

程
は

な
ぜ

、考
察

の
深

ま
り

や
保

育
実

践
へ

変
化

を
与

え
た

の
か

?

25
聴

き
手

保
育

実
践

と
保

育
所

保
育

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
た

研
修

を
行

う
前

の
あ

な
た

に
お

聞
き

し
ま

す
。

こ
の

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

ま
す

か
?ま

た
、

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

26
保

育
者

A
自

分
が

行
っ

て
い

る
保

育
が

指
針

と
照

ら
し

合
わ

せ
た

時
に

か
け

離
れ

た
も

の
に

な
っ

て
い

な
い

か
不

安
は

あ
り

ま
す

が
、

研
修

だ
け

で
な

く
、

常
日

頃
か

ら
考

え
て

い
く

べ
き

こ
と

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

。

保
育

と
指

針
の

照
ら

し
合

わ
せ

/か
け

離
れ

た
も

の
/不

安
/研

修
だ

け
で

な
く

/常
日

頃
/考

え
て

い
く

べ
き

自
ら

の
保

育
の

質
に

対
す

る
不

安
/日

常
に

お
け

る
保

育
と

指
針

の
照

ら
し

合
わ

せ
た

振
り

返
り

か
ら

自
ら

の
保

育
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

に
向

け
て

の
自

信
の

な
さ

日
常

の
保

育
と

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
る

こ
と

の
必

要
性

自
ら

の
保

育
に

対
す

る
自

信
の

な
さ

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

き
、

子
ど

も
の

実
情

に
応

じ
た

保
育

を
目

指
し

た
い

意
欲

・
 な

ぜ
、

自
ら

の
保

育
に

自
信

が
な

い
の

か
?

・
 自

ら
の

保
育

実
践

と
保

育
所

保
育

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
て

考
え

る
意

義
を

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
か

?

27
聴

き
手

保
育

実
践

と
保

育
所

保
育

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
た

研
修

を
行

っ
た

後
の

あ
な

た
に

お
聞

き
し

ま
す

。
こ

の
方

法
に

よ
る

振
り

返
り

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
ま

す
か

?ま
た

、
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

28
保

育
者

A

実
際

に
見

て
い

る
子

ど
も

の
姿

と
保

育
所

保
育

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
る

中
で

、
発

達
の

様
子

を
照

ら
し

合
わ

せ
て

納
得

す
る

部
分

が
あ

る
が

、
実

際
の

保
育

が
子

ど
も

の
発

達
年

齢
に

達
し

て
い

る
内

容
で

な
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
も

あ
る

の
で

、
そ

の
ズ

レ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
、

そ
の

差
の

す
り

合
わ

せ
作

業
は

ま
め

に
し

て
い

か
な

い
と

、
ズ

レ
が

大
き

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

、
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

実
際

に
見

て
い

る
子

ど
も

の
姿

/保
育

所
保

育
指

針
/照

ら
し

合
わ

せ
/発

達
の

様
子

/納
得

す
る

部
分

/実
際

の
保

育
/子

ど
も

の
発

達
年

齢
に

達
し

て
い

る
内

容
で

は
な

い
/ズ

レ
を

感
じ

る
/す

り
合

わ
せ

作
業

は
ま

め
に

し
て

い
か

な
い

と
/ズ

レ
が

大
き

く
な

る
/

勉
強

に
な

り
ま

し
た

子
ど

も
の

姿
と

保
育

所
保

育
指

針
の

照
ら

し
合

わ
せ

が
必

要
て

あ
る

こ
と

を
実

感
/研

修
に

よ
る

学
び

の
深

さ
を

実
感

/
実

際
の

保
育

に
お

い
て

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
内

容
の

ズ
レ

が
あ

る
事

を
実

感
/日

常
か

ら
保

育
所

保
育

指
針

を
意

識
し

た
保

育
実

践
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

実
感

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

の
実

現
子

ど
も

の
成

長
過

程
に

応
じ

た
保

育
実

践
の

実
現

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

き
、

子
ど

も
の

成
長

過
程

に
応

じ
た

保
育

実
践

へ
の

意
欲

・
 保

育
所

保
育

指
針

と
子

ど
も

の
成

長
過

程
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

子
ど

も
の

実
情

に
応

じ
た

保
育

を
実

践
し

た
時

に
、

ど
の

よ
う

な
場

面
や

き
っ

か
け

で
保

育
方

法
を

変
化

さ
せ

る
必

要
性

に
気

づ
い

た
の

か
?

29
聴

き
手

2回
目

の
研

修
後

、
保

育
実

践
と

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

た
研

修
を

行
っ

た
後

の
あ

な
た

に
お

聞
き

し
ま

す
。

こ
の

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

ま
す

か
?ま

た
、

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

30
保

育
者

A

保
育

指
針

と
照

ら
し

合
わ

せ
て

自
分

の
保

育
を

重
ね

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

あ
の

普
段

な
ん

か
当

た
り

前
っ

て
い

う
か

自
分

の
中

で
流

れ
て

し
ま

っ
て

い
た

も
の

が
ち

ゃ
ん

と
指

針
で

も
書

か
れ

て
い

る
よ

う
な

し
っ

か
り

し
た

保
育

が
で

き
て

い
る

の
も

あ
る

ん
だ

な
っ

て
い

う
こ

と
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

て
、

そ
れ

が
日

々
の

保
育

の
ち

ょ
っ

と
し

た
自

信
な

っ
て

い
っ

て
、

子
ど

も
に

対
す

る
姿

勢
と

い
う

の
も

変
わ

っ
た

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。

保
育

所
保

育
指

針
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
自

分
の

保
育

を
重

ね
る

/普
段

な
ん

か
当

た
り

前
っ

て
い

う
か

自
分

の
中

で
流

れ
て

し
ま

っ
た

も
の

も
あ

る
/指

針
で

も
書

か
れ

て
い

る
よ

う
な

し
っ

か
り

し
た

保
育

が
で

き
て

い
る

の
も

あ
る

/日
々

の
保

育
の

ち
ょ

っ
と

し
た

自
信

/子
ど

も
に

対
す

る
姿

勢
と

い
う

の
も

変
わ

っ
た

保
育

所
保

育
指

針
と

保
育

実
践

の
照

ら
し

合
わ

せ
/自

ら
の

保
育

実
践

の
意

義
の

見
落

と
し

/指
針

に
基

づ
い

た
保

育
実

践
に

対
す

る
自

信
/子

ど
も

へ
の

姿
勢

の
変

化

保
育

所
保

育
指

針
に

よ
る

振
り

返
り

自
ら

の
保

育
を

捉
え

る
機

会
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

へ
の

自
信

と
姿

勢
の

変
化

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

き
、

子
ど

も
の

成
長

過
程

に
応

じ
た

保
育

実
践

へ
の

自
信

と
子

ど
も

へ
の

姿
勢

の
変

化
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

点
で

子
ど

も
へ

の
姿

勢
が

変
化

し
た

の
か

?

31
聴

き
手

3回
目

の
研

修
後

、
保

育
実

践
と

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

た
研

修
を

行
っ

た
後

の
あ

な
た

に
お

聞
き

し
ま

す
。

こ
の

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

ま
す

か
?ま

た
、

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

32
保

育
者

A
自

分
の

行
っ

て
い

る
保

育
で

子
ど

も
た

ち
の

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

が
育

ち
、

ま
た

、
足

り
な

い
物

は
何

か
が

明
確

に
知

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

今
後

の
保

育
の

自
信

に
な

り
ま

し
た

。

自
分

が
行

っ
て

い
る

保
育

/子
ど

も
が

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

が
育

ち
/足

り
な

い
物

は
何

か
が

明
確

に
知

る
こ

と
が

で
き

る
/今

後
の

保
育

の
自

信

自
ら

の
保

育
実

践
/子

ど
も

の
育

ち
/保

育
実

践
の

課
題

の
明

確
化

/自
ら

の
保

育
実

践
に

対
す

る
自

信

自
ら

の
保

育
実

践
に

よ
る

子
ど

も
の

育
ち

保
育

実
践

へ
の

課
題

保
育

実
践

に
対

す
る

自
信

自
ら

の
保

育
実

践
を

振
り

返
り

と
課

題
の

明
確

化
保

育
実

践
に

対
す

る
自

信
ど

の
よ

う
な

自
信

が
つ

い
た

の
か

?

33
聴

き
手

4回
目

の
研

修
後

、
保

育
実

践
と

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

た
研

修
を

行
っ

た
後

の
あ

な
た

に
お

聞
き

し
ま

す
。

こ
の

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

ま
す

か
?ま

た
、

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

34
保

育
者

A

照
ら

し
合

わ
せ

を
は

じ
め

に
行

っ
た

時
は

、
保

育
所

保
育

指
針

も
実

際
の

保
育

と
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

は
少

し
か

け
離

れ
た

も
の

で
あ

る
と

感
じ

て
い

た
と

い
う

か
、

理
想

で
あ

り
、

実
際

の
保

育
か

ら
捉

え
て

み
て

う
ま

く
当

て
は

ま
る

の
か

な
と

い
う

の
が

、
自

分
の

中
で

不
安

が
あ

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

実
際

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

み
る

と
、

指
針

は
も

ち
ろ

ん
心

の
中

に
あ

っ
た

方
が

い
い

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

じ
ゃ

な
く

て
自

分
の

保
育

が
実

際
に

指
針

の
内

容
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

指
針

通
り

に
と

い
う

こ
と

に
は

い
か

な
い

で
す

け
ど

、
指

針
に

沿
っ

た
形

で
の

保
育

が
自

分
で

実
行

さ
れ

た
っ

て
い

う
こ

と
を

知
る

こ
と

が
で

き
て

、
そ

こ
が

日
々

の
保

育
の

安
心

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

最
初

の
頃

よ
り

も
段

々
と

実
感

が
わ

い
て

き
ま

し
た

。

照
ら

し
合

わ
せ

を
は

じ
め

に
行

っ
た

時
/保

育
所

保
育

指
針

も
実

際
の

保
育

と
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

は
少

し
か

け
離

れ
た

も
の

で
あ

る
/理

想
で

あ
り

、
実

際
の

保
育

か
ら

捉
え

て
み

て
う

ま
く

当
て

は
ま

る
の

か
/自

分
の

中
で

不
安

/実
際

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

み
る

と
、

指
針

は
も

ち
ろ

ん
心

の
中

に
あ

っ
た

方
が

い
い

ん
で

す
/自

分
の

保
育

が
実

際
に

指
針

の
内

容
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

指
針

通
り

に
と

い
う

こ
と

に
は

い
か

な
い

/指
針

に
沿

っ
た

形
で

の
保

育
が

自
分

で
実

行
さ

れ
た

っ
て

い
う

こ
と

を
知

る
こ

と
/そ

こ
が

日
々

の
保

育
の

安
心

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
/最

初
の

頃
よ

り
も

段
々

と
実

感

保
育

所
保

育
指

針
と

保
育

実
践

の
乖

離
/自

分
の

中
で

の
自

信
の

な
さ

/自
ら

の
保

育
と

保
育

所
保

育
指

針
の

照
ら

し
合

わ
せ

/指
針

に
基

づ
い

た
保

育
へ

の
自

信
/保

育
の

安
心

感

保
育

所
保

育
指

針
と

保
育

実
践

の
乖

離
に

対
す

る
自

信
の

な
さ

保
育

所
保

育
指

針
と

保
育

実
践

の
つ

な
が

り
と

自
ら

の
保

育
に

対
す

る
自

信
や

安
心

感

保
育

所
保

育
指

針
と

保
育

実
践

の
つ

な
が

り
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
自

信
と

安
心

感
ど

う
し

て
、

自
信

や
安

心
感

に
つ

な
が

っ
た

の
か

?

35
聴

き
手

研
修

前
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

36
保

育
者

A
主

任
や

先
輩

保
育

士
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

い
た

時
に

、
そ

れ
を

う
ま

く
反

映
さ

せ
ら

れ
て

い
る

の
か

を
見

直
す

時
間

や
機

会
が

少
な

い
こ

と
で

す
。

主
任

/先
輩

保
育

士
/ア

ド
バ

イ
ス

/う
ま

く
反

映
/見

直
す

時
間

や
機

会
が

少
な

い

主
任

や
先

輩
保

育
士

か
ら

の
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
/ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

た
保

育
実

践
/保

育
実

践
後

の
振

り
返

り
の

少
な

さ

同
僚

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

保
育

実
践

の
振

り
返

り
の

必
要

性
同

僚
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

活
か

し
た

保
育

実
践

と
振

り
返

り
の

難
し

さ
・

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
同

僚
は

し
て

く
れ

た
の

か
?

・
ど

の
よ

う
に

保
育

実
践

を
振

り
返

っ
て

い
き

た
い

か
?

37
聴

き
手

研
修

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

38
保

育
者

A

毎
日

、
ク

ラ
ス

の
職

員
で

い
ろ

ん
な

子
ど

も
の

姿
と

か
場

面
と

か
を

話
し

合
う

こ
と

が
大

事
だ

な
っ

て
思

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

話
せ

ば
話

す
ほ

ど
、

ど
ん

ど
ん

思
っ

て
い

る
こ

と
と

か
、

こ
う

し
た

い
あ

あ
し

た
い

と
か

、
色

々
出

て
く

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
時

間
が

足
り

な
い

か
な

っ
て

い
う

感
じ

で
す

。
ア

ド
バ

イ
ス

を
聞

く
機

会
と

そ
れ

を
実

践
に

移
す

と
い

う
の

が
な

か
な

か
う

ま
く

動
け

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
。

本
当

は
全

部
動

き
た

い
け

れ
ど

も
優

先
事

項
に

よ
っ

て
、

動
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

も
ど

か
し

さ
は

感
じ

て
い

ま
す

。

毎
日

/ク
ラ

ス
職

員
/子

ど
も

の
姿

と
か

場
面

と
か

話
し

合
う

/大
事

/時
間

が
足

り
な

い
/ア

ド
バ

イ
ス

を
聞

く
機

会
/実

践
に

移
す

/う
ま

く
動

け
な

い
/全

部
動

き
た

い
/優

先
事

項
に

よ
っ

て
動

か
な

く
ち

ゃ
な

ら
な

い
/も

ど
か

し
さ

ク
ラ

ス
職

員
同

士
の

話
し

合
い

/保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

時
間

の
足

り
な

さ
/ア

ド
バ

イ
ス

を
保

育
に

活
か

す
上

で
の

困
難

さ
/ア

ド
バ

イ
ス

に
基

づ
い

た
保

育
実

践
の

実
現

と
実

際
に

取
り

組
め

な
い

現
状

に
対

す
る

葛
藤

ク
ラ

ス
職

員
同

士
の

話
し

合
い

の
有

効
性

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

時
間

の
産

出
の

必
要

性
ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

た
保

育
の

実
現

へ
の

ゆ
と

り

同
僚

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

性
話

し
合

い
の

時
間

の
産

出
振

り
返

り
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

に
取

り
組

む
ゆ

と
り

の
必

要
性

・
 保

育
者

が
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
に

応
じ

た
保

育
を

実
現

さ
せ

て
い

く
た

め
に

ど
の

よ
う

な
ゆ

と
り

や
改

善
が

必
要

な
の

か
?

39
聴

き
手

研
修

2回
目

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。
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41
保

育
者

A

以
前

の
質

問
で

は
時

間
が

な
い

と
い

う
こ

と
を

お
答

え
し

て
い

た
と

思
う

の
で

す
け

れ
ど

も
、

園
で

の
取

り
組

み
の

ノ
ン

コ
ン

タ
ク

ト
タ

イ
ム

で
だ

い
ぶ

解
消

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

の
悩

み
と

し
て

は
ク

ラ
ス

の
環

境
を

一
か

月
く

ら
い

前
か

ら
変

え
て

い
て

子
ど

も
た

ち
が

コ
ー

ナ
ー

分
け

で
子

ど
も

た
ち

が
あ

そ
び

込
め

る
環

境
と

い
う

も
の

を
目

指
し

て
ち

ょ
っ

と
変

え
て

み
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

一
か

月
経

っ
て

み
て

成
果

は
あ

っ
た

か
な

と
思

う
の

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
こ

う
子

ど
も

た
ち

が
い

ま
い

ち
こ

う
遊

び
込

め
て

い
る

か
と

い
う

と
ま

だ
難

し
い

部
分

も
あ

っ
た

り
し

て
そ

こ
ら

へ
ん

の
細

か
い

調
整

を
職

員
同

士
で

話
し

合
い

な
が

ら
、

少
し

ず
つ

進
め

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
が

ま
だ

う
ま

く
行

っ
て

い
な

く
て

日
課

を
調

整
し

て
遊

び
込

め
る

環
境

だ
か

ら
こ

そ
、

流
れ

る
日

課
と

い
う

こ
と

を
調

整
し

た
く

て
、

そ
こ

の
調

整
を

今
し

て
い

て
、

そ
れ

が
う

ま
く

い
く

と
い

い
な

と
こ

ろ
が

悩
み

で
毎

日
ち

ょ
っ

と
意

見
交

換
し

な
が

ら
試

行
錯

誤
し

て
や

っ
て

い
る

最
中

で
す

。

以
前

の
質

問
で

は
時

間
が

な
い

と
い

う
こ

と
を

お
答

え
し

て
い

た
/園

で
の

取
り

組
み

の
ノ

ン
コ

ン
タ

ク
ト

タ
イ

ム
で

だ
い

ぶ
解

消
さ

れ
て

/
今

の
悩

み
と

し
て

は
ク

ラ
ス

の
環

境
を

一
か

月
く

ら
い

前
か

ら
変

え
て

/子
ど

も
た

ち
が

コ
ー

ナ
ー

分
け

で
子

ど
も

た
ち

が
あ

そ
び

込
め

る
環

境
と

い
う

も
の

を
目

指
し

て
ち

ょ
っ

と
変

え
て

み
た

/一
か

月
経

っ
て

み
て

成
果

は
あ

っ
た

か
な

と
思

う
/や

っ
ぱ

り
ま

だ
こ

う
子

ど
も

た
ち

が
い

ま
い

ち
こ

う
遊

び
込

め
て

い
る

か
と

い
う

と
ま

だ
難

し
い

部
分

も
あ

っ
た

り
/そ

こ
ら

へ
ん

の
細

か
い

調
整

を
職

員
同

士
で

話
し

合
い

な
が

ら
、

少
し

ず
つ

進
め

て
い

る
/そ

こ
が

ま
だ

う
ま

く
行

っ
て

い
な

く
て

/日
課

を
調

整
し

て
遊

び
込

め
る

環
境

だ
か

ら
こ

そ
、

流
れ

る
日

課
と

い
う

こ
と

を
調

整
し

た
く

て
/そ

れ
が

う
ま

く
い

く
と

い
い

な
と

こ
ろ

が
悩

み
/毎

日
ち

ょ
っ

と
意

見
交

換
し

な
が

ら
試

行
錯

誤
し

て
や

っ
て

い
る

最
中

ノ
ン

コ
ン

タ
ク

ト
タ

イ
ム

に
よ

る
話

し
合

い
の

時
間

の
確

保
/ク

ラ
ス

の
保

育
環

境
構

成
の

見
直

し
/ク

ラ
ス

の
保

育
環

境
構

成
の

変
更

/ク
ラ

ス
の

保
育

環
境

構
成

の
省

察
/日

課
の

調
整

と
遊

び
の

環
境

の
変

化
/ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
の

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
試

行
錯

誤

日
常

の
保

育
に

お
け

る
話

し
合

い
時

間
の

確
保

の
実

現 保
育

環
境

構
成

と
保

育
の

質
の

変
化

ク
ラ

ス
職

員
同

士
の

話
し

合
い

の
有

効
性

話
し

合
い

の
時

間
産

出
の

実
現

ク
ラ

ス
全

体
の

保
育

の
質

を
向

上
し

て
い

く
た

め
の

見
直

し
、

実
践

、
省

察
の

繰
り

返
し

同
僚

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

性

以
前

と
異

な
り

、
個

人
の

振
り

返
り

で
は

な
く

、
日

常
の

ク
ラ

ス
全

体
を

捉
え

た
保

育
の

質
を

向
上

さ
せ

る
意

識
は

な
ぜ

現
れ

て
き

た
の

か
?

42
聴

き
手

43
保

育
者

A
つ

い
子

ど
も

た
ち

に
「

～
し

て
ね

」
等

と
言

い
す

ぎ
て

し
ま

い
、

押
し

付
け

の
保

育
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

悩
ん

で
い

ま
す

。
子

ど
も

た
ち

に
「

～
し

て
ね

」
等

と
言

い
す

ぎ
て

し
ま

い
/押

し
付

け
の

保
育

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
悩

ん
で

い
ま

す

子
ど

も
た

ち
へ

の
対

応
へ

の
反

省
/子

ど
も

の
状

況
に

応
じ

た
保

育
の

必
要

性

個
人

内
の

子
ど

も
た

ち
へ

の
対

応
に

関
す

る
振

り
返

り
と

反
省

子
ど

も
の

主
体

性
を

重
視

し
た

保
育

の
意

識
化

日
常

の
子

ど
も

へ
の

対
応

に
関

す
る

振
り

返
り

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

保
育

に
向

け
て

の
自

己
反

省

2回
目

以
降

、
具

体
的

な
保

育
の

質
を

捉
え

、
振

り
返

り
、

悩
み

を
抱

え
る

よ
う

に
な

っ
た

の
は

な
ぜ

か
?

44
聴

き
手

45
保

育
者

A

ク
ラ

ス
で

は
リ

ー
ダ

ー
だ

っ
た

り
、

後
、

園
全

体
と

し
て

も
副

主
任

と
言

う
立

場
を

い
た

だ
い

て
、

質
問

さ
れ

た
り

と
か

さ
れ

た
り

す
る

ん
で

け
ど

、
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
お

手
本

と
い

う
よ

う
に

な
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
立

場
で

は
あ

る
の

で
、

頭
に

入
れ

て
保

育
を

し
て

い
る

つ
も

り
な

ん
で

す
け

ど
、

自
分

の
思

い
が

強
く

な
っ

て
、

理
想

と
す

る
保

育
と

少
し

ず
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

か
心

配
に

な
る

時
が

あ
り

ま
す

。
な

ん
か

そ
の

、
自

分
で

こ
う

し
た

い
と

い
う

思
い

が
強

く
な

っ
て

、
い

や
そ

れ
は

違
う

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
修

正
し

な
が

ら
自

分
自

身
が

注
意

し
て

い
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

難
し

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

ク
ラ

ス
で

は
リ

ー
ダ

ー
/園

全
体

と
し

て
も

副
主

任
/質

問
さ

れ
た

り
と

か
さ

れ
た

り
す

る
/お

手
本

と
い

う
よ

う
に

な
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
立

場
/頭

に
入

れ
て

保
育

を
し

て
い

る
つ

も
り

/自
分

の
思

い
が

強
く

な
っ

て
、

理
想

と
す

る
保

育
と

少
し

ず
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

か
心

配
/自

分
で

こ
う

し
た

い
と

い
う

思
い

が
強

く
な

っ
て

、
い

や
そ

れ
は

違
う

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
修

正
/自

分
自

身
が

注
意

し
て

い
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

難
し

い

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
同

僚
を

指
導

す
る

立
場

/自
ら

の
保

育
に

対
す

る
考

え
と

ク
ラ

ス
全

体
と

し
て

目
標

と
す

る
保

育
に

向
け

て
の

ズ
レ

へ
の

心
配

/自
己

の
保

育
に

関
す

る
考

え
を

振
り

返
り

、
省

察
と

そ
の

困
難

さ

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

問
い

か
け

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
と

不
安

自
ら

の
保

育
の

質
に

対
す

る
問

い
か

け
と

困
難

さ

以
前

か
ら

、
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

保
育

の
質

を
捉

え
る

責
任

は
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

が
、

な
ぜ

、
こ

の
時

期
に

現
れ

た
の

か
?

理
論

記
述

・
保

育
者

経
験

年
数

5～
10

年
目

の
中

堅
保

育
者

。
研

修
前

、
個

人
内

で
の

振
り

返
り

か
ら

同
僚

と
共

に
組

織
と

し
て

向
上

し
て

い
く

取
組

の
必

要
性

を
意

識
。

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

特
性

と
し

て
記

述
者

ご
と

に
場

面
の

捉
え

違
い

が
あ

る
こ

と
へ

の
懸

念
。

保
育

実
践

と
保

育
所

保
育

指
針

を
い

ら
し

合
わ

せ
る

必
要

性
を

認
識

し
て

い
る

が
、

そ
の

一
方

自
ら

の
保

育
実

践
に

関
し

て
は

自
信

無
。

実
践

後
の

振
り

返
り

の
少

な
さ

に
課

題
。

1回
目

の
研

修
後

、
午

睡
中

等
新

た
な

振
り

返
り

の
機

会
と

し
て

同
僚

と
話

し
合

い
、

伝
え

合
う

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
の

創
出

へ
の

喜
び

出
現

。
普

段
の

保
育

場
面

を
活

字
表

現
す

る
と

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

意
義

を
認

識
。

日
常

の
子

ど
も

の
姿

と
保

育
所

保
育

指
針

の
照

ら
し

合
わ

せ
に

よ
っ

て
、

保
育

実
践

に
お

い
て

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
内

容
の

ズ
レ

が
あ

る
事

に
気

づ
き

、
日

常
か

ら
保

育
所

保
育

指
針

を
意

識
し

た
保

育
実

践
が

重
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

実
感

。
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
き

、
子

ど
も

の
成

長
過

程
に

応
じ

た
保

育
実

践
へ

の
意

欲
向

上
。

ク
ラ

ス
職

員
同

士
の

話
し

合
い

の
有

効
性

を
認

識
。

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

時
間

確
保

や
同

僚
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

活
か

し
た

保
育

の
実

現
な

ど
ゆ

と
り

が
必

要
。

2回
目

の
研

修
後

、
定

期
的

な
同

僚
間

の
話

し
合

い
の

増
加

と
同

僚
と

話
し

合
い

、
伝

え
合

う
方

法
を

継
続

の
有

効
性

へ
の

認
識

の
高

ま
り

。
日

常
に

お
け

る
同

僚
と

の
意

見
交

換
と

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

の
質

の
違

い
へ

の
気

付
き

。
自

分
が

捉
え

て
い

た
同

僚
の

考
え

や
思

い
と

エ
ピ

ソ
ー

ド
に

記
述

さ
れ

て
い

た
考

え
や

思
い

の
微

妙
な

違
い

発
見

。
自

ら
の

保
育

実
践

へ
の

気
づ

き
と

自
信

を
獲

得
。

自
ら

の
子

ど
も

の
保

育
に

向
け

て
の

姿
勢

が
よ

り
専

門
的

根
拠

を
持

っ
た

保
育

実
践

の
変

化
。

保
育

環
境

構
成

の
見

直
し

・
修

正
・

実
践

・
省

察
を

行
い

、
ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
振

り
返

り
、

自
ら

の
保

育
の

質
を

検
討

す
る

上
で

の
試

行
錯

誤
。

3回
目

の
研

修
後

、
同

僚
間

に
お

け
る

保
育

中
の

振
り

返
り

の
時

間
確

保
に

困
難

感
。

毎
日

の
日

誌
や

連
絡

帳
に

記
入

す
る

際
に

加
え

、
月

案
や

日
課

を
作

成
す

る
際

に
振

り
返

り
の

機
会

が
付

加
。

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
っ

て
自

ら
の

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
が

整
理

可
能

と
な

り
、

無
意

識
を

意
識

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

保
育

に
対

す
る

気
づ

き
や

深
ま

り
が

持
て

る
こ

と
を

実
感

。
自

ら
が

ど
の

よ
う

に
子

ど
も

の
育

ち
を

支
え

、
現

在
の

保
育

実
践

に
対

す
る

課
題

を
明

確
化

す
る

こ
と

の
実

現
し

、
自

信
向

上
。

自
ら

の
子

ど
も

た
ち

へ
の

対
応

に
関

す
る

振
り

返
り

と
反

省
に

伴
い

、
子

ど
も

の
主

体
性

を
重

視
し

た
保

育
の

意
識

化
を

図
る

事
で

悩
み

の
出

現
。

4回
目

の
研

修
後

、
同

僚
間

に
お

け
る

保
育

中
ま

た
は

子
ど

も
の

活
動

後
の

振
り

返
り

と
い

う
保

育
中

の
振

り
返

り
が

日
常

化
。

振
り

返
り

後
に

改
善

点
を

明
確

化
し

、
保

育
の

質
を

捉
え

、
向

上
さ

せ
て

い
く

力
が

出
現

。
文

章
・

エ
ピ

ソ
ー

ド
・

マ
ッ

プ
の

3段
階

に
お

け
る

保
育

の
振

り
返

り
過

程
か

ら
自

ら
の

考
察

の
深

化
と

保
育

実
践

の
変

化
を

実
感

。
自

信
の

な
さ

は
減

少
し

、
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
い

た
保

育
へ

の
自

信
と

自
ら

の
保

育
実

践
へ

の
安

心
感

を
獲

得
。

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
と

不
安

を
抱

え
る

と
同

時
に

、
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

自
問

自
答

。

さ
ら

に
、

追
記

す
べ

き
点

・
課

題

・
同

僚
保

育
者

に
対

す
る

指
導

・
助

言
を

必
要

と
さ

れ
る

立
場

な
の

で
は

?/
・

自
ら

の
専

門
性

が
高

ま
る

中
で

、
さ

ら
に

保
育

の
質

を
高

め
る

た
め

の
葛

藤
や

悩
み

を
抱

え
る

時
期

な
の

で
は

? 
/・

保
育

を
専

門
的

に
語

る
説

明
責

任
が

伴
う

立
場

に
な

る
の

で
は

? 
/・

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

研
修

の
効

果
を

ど
の

よ
う

に
捉

え
て

い
る

の
か

? 
/・

エ
ピ

ソ
ー

ド
研

修
の

内
容

の
違

い
に

よ
っ

て
研

修
へ

の
印

象
や

理
解

度
に

も
異

な
り

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
?/

・
定

期
的

な
振

り
返

り
に

よ
る

安
心

感
が

あ
る

の
か

? 
/・

定
期

的
な

機
会

だ
け

が
振

り
返

り
か

?/
・

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

研
修

の
経

験
に

よ
っ

て
、

定
期

的
な

日
常

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
必

要
な

時
の

日
常

の
行

為
と

し
て

自
ら

の
保

育
を

振
り

返
る

よ
う

に
な

っ
た

の
か

?/
・

同
僚

と
の

伝
え

合
い

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

内
容

な
の

か
?/

・
振

り
返

り
の

方
法

に
よ

っ
て

場
面

の
捉

え
方

や
保

育
の

客
観

視
に

違
い

が
あ

る
の

か
?/

・
な

ぜ
、

自
ら

の
保

育
に

自
信

が
な

い
の

か
? 

/自
ら

の
保

育
実

践
と

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
考

え
る

意
義

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
?/

・
保

育
所

保
育

指
針

と
子

ど
も

の
成

長
過

程
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

子
ど

も
の

実
情

に
応

じ
た

保
育

を
実

践
し

た
時

に
、

ど
の

よ
う

な
場

面
や

き
っ

か
け

で
保

育
方

法
を

変
化

さ
せ

る
必

要
性

に
気

づ
い

た
の

か
? 

/・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

同
僚

は
し

て
く

れ
た

の
か

?/
・

ど
の

よ
う

に
保

育
実

践
を

振
り

返
っ

て
い

き
た

い
か

?/
・

保
育

者
が

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

保
育

を
実

現
さ

せ
て

い
く

た
め

に
ど

の
よ

う
な

ゆ
と

り
や

改
善

が
必

要
な

の
か

?

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン

(現
時

点
で

言
え

る
こ

と
)

・
保

育
者

A
は

、
園

外
に

て
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
関

す
る

研
修

を
受

け
た

経
験

が
あ

っ
た

も
の

の
、

【
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
お

け
る

各
自

の
場

面
の

捉
え

方
の

違
い

】
が

あ
る

こ
と

を
懸

念
し

て
い

た
。

写
真

や
ビ

デ
オ

と
い

っ
た

【
視

覚
的

な
情

報
に

よ
る

記
録

の
方

が
客

観
視

】
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

研
修

後
、

普
段

の
保

育
を

活
字

と
い

う
形

で
文

字
に

起
こ

し
て

書
く

こ
と

で
、

【
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
取

り
組

む
こ

と
の

意
義

を
認

識
し

、
研

修
後

、
保

育
に

向
け

た
自

ら
の

意
識

や
行

動
が

変
化

】
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
2回

目
の

研
修

後
に

は
、

同
僚

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
聞

く
経

験
に

よ
っ

て
、

【
日

常
に

お
け

る
口

頭
で

の
意

見
交

換
と

エ
ピ

ソ
ー

ド
に

よ
る

振
り

返
り

の
質

の
違

い
】

に
気

付
き

は
じ

め
、

【
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
記

入
さ

れ
る

保
育

者
本

人
の

微
妙

な
考

え
や

思
い

の
違

い
】

を
発

見
し

、
【

定
期

的
な

同
僚

間
の

話
し

合
い

】
が

増
え

て
い

っ
た

。
3回

目
の

研
修

後
に

は
、

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

書
く

こ
と

に
よ

っ
て

保
育

に
関

す
る

【
自

ら
の

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
の

整
理

】
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

日
常

の
自

ら
の

保
育

に
つ

い
て

【
無

意
識

に
行

っ
て

い
た

こ
と

を
意

識
化

】
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

個
人

内
の

保
育

に
対

す
る

気
づ

き
に

深
ま

り
が

持
て

る
よ

う
に

な
っ

て
い

た
。

4回
目

の
研

修
後

に
は

、
文

章
化

・
エ

ピ
ソ

ー
ド

化
・

マ
ッ

プ
化

の
【

3段
階

に
お

け
る

保
育

の
振

り
返

り
過

程
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
自

ら
の

保
育

に
対

す
る

考
察

の
深

ま
り

と
保

育
実

践
の

変
化

】
を

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

日
常

の
保

育
の

振
り

返
り

に
関

し
て

は
、

日
課

を
見

直
す

時
な

ど
の

流
れ

に
沿

い
な

が
ら

定
期

的
な

【
個

人
内

に
お

け
る

振
り

返
り

の
機

会
】

を
持

っ
て

い
た

が
、

1回
目

の
研

修
後

は
、

午
睡

中
等

【
新

た
な

振
り

返
り

の
機

会
の

創
出

】
し

、
【

同
僚

と
の

話
し

合
い

に
よ

る
振

り
返

り
】

を
し

、
【

伝
え

合
い

に
よ

る
振

り
返

り
】

を
実

施
し

て
い

る
。

2回
目

の
研

修
後

は
、

や
は

り
同

様
の

振
り

返
り

の
様

子
が

続
く

。
3回

目
の

研
修

後
は

、
【

保
育

中
の

振
り

返
り

の
困

難
さ

】
を

抱
え

つ
つ

、
以

前
と

変
わ

ら
ず

、
日

誌
や

連
絡

帳
に

記
入

す
る

際
の

【
定

期
的

な
業

務
上

の
振

り
返

り
】

に
加

え
、

【
月

案
や

日
課

を
作

成
す

る
際

の
振

り
返

り
】

を
増

え
て

い
る

。
4回

目
の

研
修

後
は

、
保

育
中

ま
た

は
子

ど
も

の
活

動
後

の
振

り
返

り
と

い
う

【
日

常
の

保
育

中
の

振
り

返
り

】
が

頻
繁

に
な

り
、

具
体

的
な

振
り

返
り

か
ら

【
振

り
返

り
後

に
改

善
点

を
明

確
化

】
し

、
保

育
の

質
を

捉
え

、
向

上
さ

せ
て

い
く

力
が

現
れ

て
い

る
。

実
際

の
保

育
を

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

た
研

修
で

は
、

研
修

前
は

【
日

常
の

保
育

と
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

る
こ

と
が

必
要

】
で

あ
る

と
は

感
じ

て
い

た
も

の
の

【
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
い

た
保

育
実

践
に

向
け

て
の

自
信

の
な

さ
】

が
あ

っ
た

。
1回

目
の

研
修

後
は

、
【

子
ど

も
の

姿
と

保
育

所
保

育
指

針
の

照
ら

し
合

わ
せ

が
必

要
て

あ
る

こ
と

】
や

【
実

際
の

保
育

に
お

い
て

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
内

容
の

ズ
レ

が
あ

る
事

】
、

【
日

常
か

ら
保

育
所

保
育

指
針

を
意

識
し

た
保

育
実

践
が

重
要

で
あ

る
こ

と
】

な
ど

を
実

感
し

、
【

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

き
、

子
ど

も
の

成
長

過
程

に
応

じ
た

保
育

実
践

へ
の

意
欲

】
が

現
れ

て
い

た
。

2回
目

の
研

修
後

は
保

育
所

保
育

指
針

と
保

育
実

践
の

照
ら

し
合

わ
せ

を
し

な
が

ら
、

自
ら

の
保

育
実

践
の

意
義

の
見

落
と

し
に

気
付

き
、

反
面

、
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

を
行

っ
て

い
る

自
信

に
も

つ
な

が
り

、
【

自
ら

の
保

育
実

践
へ

の
気

づ
き

や
自

信
か

ら
得

ら
れ

た
子

ど
も

の
保

育
に

向
け

て
の

姿
勢

の
変

化
】

が
現

れ
始

め
た

。
3回

目
の

研
修

後
は

、
保

育
所

保
育

指
針

と
自

ら
の

保
育

実
践

を
照

ら
し

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
【

自
ら

が
ど

の
よ

う
に

子
ど

も
の

育
ち

を
支

え
、

現
在

の
保

育
実

践
へ

の
課

題
が

ど
こ

に
あ

る
の

か
を

明
確

化
】

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

【
保

育
実

践
に

対
す

る
自

信
】

が
つ

い
た

部
分

が
あ

る
。

4回
目

の
研

修
後

は
、

こ
れ

ま
で

の
自

信
の

な
さ

は
減

り
、

【
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

へ
の

自
信

】
や

【
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
る

保
育

の
安

心
感

】
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
普

段
の

保
育

に
お

い
て

は
、

研
修

以
前

か
ら

【
主

任
や

先
輩

保
育

士
か

ら
の

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

】
を

も
ら

い
、

【
ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

た
保

育
実

践
】

を
目

指
し

て
い

き
た

い
と

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
【

実
践

後
の

振
り

返
り

の
少

な
さ

】
を

感
じ

て
い

る
。

1回
目

の
研

修
後

は
、

【
ク

ラ
ス

職
員

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

】
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
【

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

時
間

の
産

出
】

や
【

ア
ド

バ
イ

ス
を

活
か

し
た

保
育

の
実

現
へ

の
ゆ

と
り

】
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

て
い

る
。

2回
目

の
研

修
後

は
、

【
ノ

ン
コ

ン
タ

ク
ト

タ
イ

ム
に

よ
る

話
し

合
い

の
時

間
の

確
保

さ
れ

た
こ

と
】

に
よ

り
、

ク
ラ

ス
の

保
育

環
境

構
成

の
見

直
し

・
変

更
・

省
察

】
を

繰
り

返
し

行
う

こ
と

で
保

育
の

質
を

具
体

的
に

【
ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
試

行
錯

誤
】

し
て

い
る

こ
と

が
悩

み
と

し
て

出
さ

れ
た

。
3回

目
の

研
修

後
は

、
【

自
ら

の
子

ど
も

た
ち

へ
の

対
応

に
関

す
る

振
り

返
り

と
反

省
】

に
伴

い
、

【
子

ど
も

の
主

体
性

を
重

視
し

た
保

育
の

意
識

化
】

を
図

る
事

へ
の

悩
み

へ
と

変
化

し
て

い
る

。
一

回
目

の
研

修
後

ま
で

は
、

話
し

合
い

の
時

間
の

産
出

と
い

う
保

育
の

質
を

捉
え

る
時

間
の

確
保

に
悩

ん
で

い
た

も
の

が
、

2,
3回

目
の

研
修

が
進

む
中

で
実

践
さ

れ
て

い
る

保
育

そ
の

も
の

の
質

を
捉

え
る

こ
と

へ
の

悩
み

に
変

化
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

4回
目

の
研

修
後

に
は

、
【

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
と

不
安

】
を

持
ち

な
が

ら
、

【
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

問
い

か
け

と
困

難
さ

】
を

抱
え

て
い

た
。

研
修

4回
目

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

研
修

3回
目

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

40
保

育
者

A

以
前

の
質

問
で

は
時

間
が

な
い

と
い

う
こ

と
を

お
答

え
し

て
い

た
と

思
う

の
で

す
け

れ
ど

も
、園

で
の

取
り

組
み

の
ノ

ン
コ

ン
タ

ク
ト

タ
イ

ム
で

だ
い

ぶ
解

消
さ

れ
て

い
ま

す
。今

の
悩

み
と

し
て

は
ク

ラ
ス

の
環

境
を

一
か

月
く

ら
い

前
か

ら
変

え
て

い
て

子
ど

も
た

ち
が

コ
ー

ナ
ー

分
け

で
子

ど
も

た
ち

が
あ

そ
び

込
め

る
環

境
と

い
う

も
の

を
目

指
し

て
ち

ょ
っ

と
変

え
て

み
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

一
か

月
経

っ
て

み
て

成
果

は
あ

っ
た

か
な

と
思

う
の

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
こ

う
子

ど
も

た
ち

が
い

ま
い

ち
こ

う
遊

び
込

め
て

い
る

か
と

い
う

と
ま

だ
難

し
い

部
分

も
あ

っ
た

り
し

て
そ

こ
ら

へ
ん

の
細

か
い

調
整

を
職

員
同

士
で

話
し

合
い

な
が

ら
、

少
し

ず
つ

進
め

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
が

ま
だ

う
ま

く
行

っ
て

い
な

く
て

日
課

を
調

整
し

て
遊

び
込

め
る

環
境

だ
か

ら
こ

そ
、

流
れ

る
日

課
と

い
う

こ
と

を
調

整
し

た
く

て
、

そ
こ

の
調

整
を

今
し

て
い

て
、そ

れ
が

う
ま

く
い

く
と

い
い

な
と

こ
ろ

が
悩

み
で

毎
日

ち
ょ

っ
と

意
見

交
換

し
な

が
ら

試
行

錯
誤

し
て

や
っ

て
い

る
最

中
で

す
。

以
前

の
質

問
で

は
時

間
が

な
い

と
い

う
こ

と
を

お
答

え
し

て
い

た
/園

で
の

取
り

組
み

の
ノ

ン
コ

ン
タ

ク
ト

タ
イ

ム
で

だ
い

ぶ
解

消
さ

れ
て

/今
の

悩
み

と
し

て
は

ク
ラ

ス
の

環
境

を
一

か
月

く
ら

い
前

か
ら

変
え

て
/子

ど
も

た
ち

が
コ

ー
ナ

ー
分

け
で

子
ど

も
た

ち
が

あ
そ

び
込

め
る

環
境

と
い

う
も

の
を

目
指

し
て

ち
ょ

っ
と

変
え

て
み

た
/一

か
月

経
っ

て
み

て
成

果
は

あ
っ

た
か

な
と

思
う

/や
っ

ぱ
り

ま
だ

こ
う

子
ど

も
た

ち
が

い
ま

い
ち

こ
う

遊
び

込
め

て
い

る
か

と
い

う
と

ま
だ

難
し

い
部

分
も

あ
っ

た
り

/そ
こ

ら
へ

ん
の

細
か

い
調

整
を

職
員

同
士

で
話

し
合

い
な

が
ら

、
少

し
ず

つ
進

め
て

い
る

/そ
こ

が
ま

だ
う

ま
く

行
っ

て
い

な
く

て
/日

課
を

調
整

し
て

遊
び

込
め

る
環

境
だ

か
ら

こ
そ

、流
れ

る
日

課
と

い
う

こ
と

を
調

整
し

た
く

て
/そ

れ
が

う
ま

く
い

く
と

い
い

な
と

こ
ろ

が
悩

み
/毎

日
ち

ょ
っ

と
意

見
交

換
し

な
が

ら
試

行
錯

誤
し

て
や

っ
て

い
る

最
中

ノ
ン

コ
ン

タ
ク

ト
タ

イ
ム

に
よ

る
話

し
合

い
の

時
間

の
確

保
/ク

ラ
ス

の
保

育
環

境
構

成
の

見
直

し
/ク

ラ
ス

の
保

育
環

境
構

成
の

変
更

/ク
ラ

ス
の

保
育

環
境

構
成

の
省

察
/日

課
の

調
整

と
遊

び
の

環
境

の
変

化
/ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
の

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
試

行
錯

誤

日
常

の
保

育
に

お
け

る
話

し
合

い
時

間
の

確
保

の
実

現
保

育
環

境
構

成
と

保
育

の
質

の
変

化
ク

ラ
ス

職
員

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

性

話
し

合
い

の
時

間
産

出
の

実
現

ク
ラ

ス
全

体
の

保
育

の
質

を
向

上
し

て
い

く
た

め
の

見
直

し
、

実
践

、
省

察
の

繰
り

返
し

同
僚

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

性

以
前

と
異

な
り

、
個

人
の

振
り

返
り

で
は

な
く

、
日

常
の

ク
ラ

ス
全

体
を

捉
え

た
保

育
の

質
を

向
上

さ
せ

る
意

識
は

な
ぜ

現
れ

て
き

た
の

か
?

41
聴

き
手

研
修

3回
目

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

42
保

育
者

A
つ

い
子

ど
も

た
ち

に
「

～
し

て
ね

」
等

と
言

い
す

ぎ
て

し
ま

い
、押

し
付

け
の

保
育

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
悩

ん
で

い
ま

す
。

子
ど

も
た

ち
に

「
～

し
て

ね
」

等
と

言
い

す
ぎ

て
し

ま
い

/押
し

付
け

の
保

育
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

悩
ん

で
い

ま
す

子
ど

も
た

ち
へ

の
対

応
へ

の
反

省
/

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

保
育

の
必

要
性

個
人

内
の

子
ど

も
た

ち
へ

の
対

応
に

関
す

る
振

り
返

り
と

反
省

子
ど

も
の

主
体

性
を

重
視

し
た

保
育

の
意

識
化

日
常

の
子

ど
も

へ
の

対
応

に
関

す
る

振
り

返
り

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

保
育

に
向

け
て

の
自

己
反

省

2回
目

以
降

、
具

体
的

な
保

育
の

質
を

捉
え

、
振

り
返

り
、

悩
み

を
抱

え
る

よ
う

に
な

っ
た

の
は

な
ぜ

か
?

43
聴

き
手

研
修

4回
目

後
、

日
々

、
自

ら
の

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

上
で

困
っ

て
い

る
こ

と
や

悩
ん

で
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

44
保

育
者

A

ク
ラ

ス
で

は
リ

ー
ダ

ー
だ

っ
た

り
、

後
、

園
全

体
と

し
て

も
副

主
任

と
言

う
立

場
を

い
た

だ
い

て
、

質
問

さ
れ

た
り

と
か

さ
れ

た
り

す
る

ん
で

け
ど

、
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
お

手
本

と
い

う
よ

う
に

な
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
立

場
で

は
あ

る
の

で
、

頭
に

入
れ

て
保

育
を

し
て

い
る

つ
も

り
な

ん
で

す
け

ど
、

自
分

の
思

い
が

強
く

な
っ

て
、

理
想

と
す

る
保

育
と

少
し

ず
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

か
心

配
に

な
る

時
が

あ
り

ま
す

。
な

ん
か

そ
の

、自
分

で
こ

う
し

た
い

と
い

う
思

い
が

強
く

な
っ

て
、い

や
そ

れ
は

違
う

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
修

正
し

な
が

ら
自

分
自

身
が

注
意

し
て

い
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

難
し

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

ク
ラ

ス
で

は
リ

ー
ダ

ー
/園

全
体

と
し

て
も

副
主

任
/質

問
さ

れ
た

り
と

か
さ

れ
た

り
す

る
/お

手
本

と
い

う
よ

う
に

な
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
立

場
/頭

に
入

れ
て

保
育

を
し

て
い

る
つ

も
り

/自
分

の
思

い
が

強
く

な
っ

て
、理

想
と

す
る

保
育

と
少

し
ず

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
か

心
配

/自
分

で
こ

う
し

た
い

と
い

う
思

い
が

強
く

な
っ

て
、

い
や

そ
れ

は
違

う
よ

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

修
正

/自
分

自
身

が
注

意
し

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

、
難

し
い

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
同

僚
を

指
導

す
る

立
場

/自
ら

の
保

育
に

対
す

る
考

え
と

ク
ラ

ス
全

体
と

し
て

目
標

と
す

る
保

育
に

向
け

て
の

ズ
レ

へ
の

心
配

/
自

己
の

保
育

に
関

す
る

考
え

を
振

り
返

り
、

省
察

と
そ

の
困

難
さ

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

問
い

か
け

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
と

不
安

自
ら

の
保

育
の

質
に

対
す

る
問

い
か

け
と

困
難

さ

以
前

か
ら

、リ
ー

ダ
ー

と
し

て
保

育
の

質
を

捉
え

る
責

任
は

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
が

、
な

ぜ
、

こ
の

時
期

に
現

れ
た

の
か

?

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン（

現
時

点
で

言
え

る
こ

と
）

・
保

育
者

A
は

、
園

外
に

て
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
関

す
る

研
修

を
受

け
た

経
験

が
あ

っ
た

も
の

の
、【

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

お
け

る
各

自
の

場
面

の
捉

え
方

の
違

い
】

が
あ

る
こ

と
を

懸
念

し
て

い
た

。
写

真
や

ビ
デ

オ
と

い
っ

た
【

視
覚

的
な

情
報

に
よ

る
記

録
の

方
が

客
観

視
】

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
研

修
後

、
普

段
の

保
育

を
活

字
と

い
う

形
で

文
字

に
起

こ
し

て
書

く
こ

と
で

、【
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

に
取

り
組

む
こ

と
の

意
義

を
認

識
し

、
研

修
後

、
保

育
に

向
け

た
自

ら
の

意
識

や
行

動
が

変
化

】
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
2回

目
の

研
修

後
に

は
、

同
僚

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
聞

く
経

験
に

よ
っ

て
、【

日
常

に
お

け
る

口
頭

で
の

意
見

交
換

と
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
よ

る
振

り
返

り
の

質
の

違
い

】
に

気
付

き
は

じ
め

、【
エ

ピ
ソ

ー
ド

に
記

入
さ

れ
る

保
育

者
本

人
の

微
妙

な
考

え
や

思
い

の
違

い
】

を
発

見
し

、【
定

期
的

な
同

僚
間

の
話

し
合

い
】

が
増

え
て

い
っ

た
。

3回
目

の
研

修
後

に
は

、
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
書

く
こ

と
に

よ
っ

て
保

育
に

関
す

る
【

自
ら

の
思

い
や

イ
メ

ー
ジ

の
整

理
】

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
日

常
の

自
ら

の
保

育
に

つ
い

て
【

無
意

識
に

行
っ

て
い

た
こ

と
を

意
識

化
】

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
個

人
内

の
保

育
に

対
す

る
気

づ
き

に
深

ま
り

が
持

て
る

よ
う

に
な

っ
て

い
た

。
4回

目
の

研
修

後
に

は
、

文
章

化
・

エ
ピ

ソ
ー

ド
化

・
マ

ッ
プ

化
の

【
3段

階
に

お
け

る
保

育
の

振
り

返
り

過
程

か
ら

生
み

出
さ

れ
る

自
ら

の
保

育
に

対
す

る
考

察
の

深
ま

り
と

保
育

実
践

の
変

化
】

を
感

じ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
日

常
の

保
育

の
振

り
返

り
に

関
し

て
は

、
日

課
を

見
直

す
時

な
ど

の
流

れ
に

沿
い

な
が

ら
定

期
的

な
【

個
人

内
に

お
け

る
振

り
返

り
の

機
会

】
を

持
っ

て
い

た
が

、
1回

目
の

研
修

後
は

、
午

睡
中

等
【

新
た

な
振

り
返

り
の

機
会

の
創

出
】

し
、【

同
僚

と
の

話
し

合
い

に
よ

る
振

り
返

り
】

を
し

、【
伝

え
合

い
に

よ
る

振
り

返
り

】
を

実
施

し
て

い
る

。
2回

目
の

研
修

後
は

、
や

は
り

同
様

の
振

り
返

り
の

様
子

が
続

く
。

3回
目

の
研

修
後

は
、【

保
育

中
の

振
り

返
り

の
困

難
さ

】
を

抱
え

つ
つ

、
以

前
と

変
わ

ら
ず

、
日

誌
や

連
絡

帳
に

記
入

す
る

際
の

【
定

期
的

な
業

務
上

の
振

り
返

り
】

に
加

え
、【

月
案

や
日

課
を

作
成

す
る

際
の

振
り

返
り

】
を

増
え

て
い

る
。

4回
目

の
研

修
後

は
、

保
育

中
ま

た
は

子
ど

も
の

活
動

後
の

振
り

返
り

と
い

う
【

日
常

の
保

育
中

の
振

り
返

り
】

が
頻

繁
に

な
り

、
具

体
的

な
振

り
返

り
か

ら
【

振
り

返
り

後
に

改
善

点
を

明
確

化
】

し
、

保
育

の
質

を
捉

え
、

向
上

さ
せ

て
い

く
力

が
現

れ
て

い
る

。
実

際
の

保
育

を
保

育
所

保
育

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
た

研
修

で
は

、
研

修
前

は
【

日
常

の
保

育
と

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
る

こ
と

が
必

要
】

で
あ

る
と

は
感

じ
て

い
た

も
の

の
【

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

に
向

け
て

の
自

信
の

な
さ

】
が

あ
っ

た
。

1回
目

の
研

修
後

は
、【

子
ど

も
の

姿
と

保
育

所
保

育
指

針
の

照
ら

し
合

わ
せ

が
必

要
て

あ
る

こ
と

】
や

【
実

際
の

保
育

に
お

い
て

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
内

容
の

ズ
レ

が
あ

る
事

】、
【

日
常

か
ら

保
育

所
保

育
指

針
を

意
識

し
た

保
育

実
践

が
重

要
で

あ
る

こ
と

】
な

ど
を

実
感

し
、【

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

き
、

子
ど

も
の

成
長

過
程

に
応

じ
た

保
育

実
践

へ
の

意
欲

】
が

現
れ

て
い

た
。

2回
目

の
研

修
後

は
保

育
所

保
育

指
針

と
保

育
実

践
の

照
ら

し
合

わ
せ

を
し

な
が

ら
、

自
ら

の
保

育
実

践
の

意
義

の
見

落
と

し
に

気
付

き
、

反
面

、
指

針
に

基
づ

い
た

保
育

実
践

を
行

っ
て

い
る

自
信

に
も

つ
な

が
り

、【
自

ら
の

保
育

実
践

へ
の

気
づ

き
や

自
信

か
ら

得
ら

れ
た

子
ど

も
の

保
育

に
向

け
て

の
姿

勢
の

変
化

】
が

現
れ

始
め

た
。

3回
目

の
研

修
後

は
、

保
育

所
保

育
指

針
と

自
ら

の
保

育
実

践
を

照
ら

し
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、【

自
ら

が
ど

の
よ

う
に

子
ど

も
の

育
ち

を
支

え
、

現
在

の
保

育
実

践
へ

の
課

題
が

ど
こ

に
あ

る
の

か
を

明
確

化
】

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、【

保
育

実
践

に
対

す
る

自
信

】
が

つ
い

た
部

分
が

あ
る

。
4

回
目

の
研

修
後

は
、

こ
れ

ま
で

の
自

信
の

な
さ

は
減

り
、【

指
針

に
基

づ
い

た
保

育
へ

の
自

信
】

や
【

指
針

を
照

ら
し

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

る
保

育
の

安
心

感
】

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

普
段

の
保

育
に

お
い

て
は

、
研

修
以

前
か

ら
【

主
任

や
先

輩
保

育
士

か
ら

の
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
】

を
も

ら
い

、【
ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

た
保

育
実

践
】

を
目

指
し

て
い

き
た

い
と

取
り

組
ん

で
い

る
が

、【
実

践
後

の
振

り
返

り
の

少
な

さ
】

を
感

じ
て

い
る

。
1回

目
の

研
修

後
は

、【
ク

ラ
ス

職
員

同
士

の
話

し
合

い
の

有
効

】
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、【
保

育
の

質
を

捉
え

な
お

す
時

間
の

産
出

】
や

【
ア

ド
バ

イ
ス

を
活

か
し

た
保

育
の

実
現

へ
の

ゆ
と

り
】

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
2回

目
の

研
修

後
は

、【
ノ

ン
コ

ン
タ

ク
ト

タ
イ

ム
に

よ
る

話
し

合
い

の
時

間
の

確
保

さ
れ

た
こ

と
】

に
よ

り
、

ク
ラ

ス
の

保
育

環
境

構
成

の
見

直
し

・
変

更
・

省
察

】
を

繰
り

返
し

行
う

こ
と

で
保

育
の

質
を

具
体

的
に

【
ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
試

行
錯

誤
】

し
て

い
る

こ
と

が
悩

み
と

し
て

出
さ

れ
た

。
3回

目
の

研
修

後
は

、【
自

ら
の

子
ど

も
た

ち
へ

の
対

応
に

関
す

る
振

り
返

り
と

反
省

】
に

伴
い

、【
子

ど
も

の
主

体
性

を
重

視
し

た
保

育
の

意
識

化
】

を
図

る
事

へ
の

悩
み

へ
と

変
化

し
て

い
る

。
一

回
目

の
研

修
後

ま
で

は
、

話
し

合
い

の
時

間
の

産
出

と
い

う
保

育
の

質
を

捉
え

る
時

間
の

確
保

に
悩

ん
で

い
た

も
の

が
、

2,3
回

目
の

研
修

が
進

む
中

で
実

践
さ

れ
て

い
る

保
育

そ
の

も
の

の
質

を
捉

え
る

こ
と

へ
の

悩
み

に
変

化
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

4回
目

の
研

修
後

に
は

、【
同

僚
を

指
導

す
る

立
場

と
し

て
の

責
任

と
不

安
】

を
持

ち
な

が
ら

、【
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

問
い

か
け

と
困

難
さ

】
を

抱
え

て
い

た
。

理
論

記
述

・
保

育
者

経
験

年
数

5～
10

年
目

の
中

堅
保

育
者

。
研

修
前

、
個

人
内

で
の

振
り

返
り

か
ら

同
僚

と
共

に
組

織
と

し
て

向
上

し
て

い
く

取
組

の
必

要
性

を
意

識
。

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

特
性

と
し

て
記

述
者

ご
と

に
場

面
の

捉
え

違
い

が
あ

る
こ

と
へ

の
懸

念
。

保
育

実
践

と
保

育
所

保
育

指
針

を
い

ら
し

合
わ

せ
る

必
要

性
を

認
識

し
て

い
る

が
、

そ
の

一
方

自
ら

の
保

育
実

践
に

関
し

て
は

自
信

無
。

実
践

後
の

振
り

返
り

の
少

な
さ

に
課

題
。

1回
目

の
研

修
後

、
午

睡
中

等
新

た
な

振
り

返
り

の
機

会
と

し
て

同
僚

と
話

し
合

い
、

伝
え

合
う

方
法

に
よ

る
振

り
返

り
の

創
出

へ
の

喜
び

出
現

。
普

段
の

保
育

場
面

を
活

字
表

現
す

る
と

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

意
義

を
認

識
。

日
常

の
子

ど
も

の
姿

と
保

育
所

保
育

指
針

の
照

ら
し

合
わ

せ
に

よ
っ

て
、

保
育

実
践

に
お

い
て

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
内

容
の

ズ
レ

が
あ

る
事

に
気

づ
き

、
日

常
か

ら
保

育
所

保
育

指
針

を
意

識
し

た
保

育
実

践
が

重
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

実
感

。
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
き

、
子

ど
も

の
成

長
過

程
に

応
じ

た
保

育
実

践
へ

の
意

欲
向

上
。

ク
ラ

ス
職

員
同

士
の

話
し

合
い

の
有

効
性

を
認

識
。

保
育

の
質

を
捉

え
な

お
す

時
間

確
保

や
同

僚
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

活
か

し
た

保
育

の
実

現
な

ど
ゆ

と
り

が
必

要
。

2回
目

の
研

修
後

、
定

期
的

な
同

僚
間

の
話

し
合

い
の

増
加

と
同

僚
と

話
し

合
い

、
伝

え
合

う
方

法
を

継
続

の
有

効
性

へ
の

認
識

の
高

ま
り

。
日

常
に

お
け

る
同

僚
と

の
意

見
交

換
と

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

の
質

の
違

い
へ

の
気

付
き

。
自

分
が

捉
え

て
い

た
同

僚
の

考
え

や
思

い
と

エ
ピ

ソ
ー

ド
に

記
述

さ
れ

て
い

た
考

え
や

思
い

の
微

妙
な

違
い

発
見

。
自

ら
の

保
育

実
践

へ
の

気
づ

き
と

自
信

を
獲

得
。

自
ら

の
子

ど
も

の
保

育
に

向
け

て
の

姿
勢

が
よ

り
専

門
的

根
拠

を
持

っ
た

保
育

実
践

の
変

化
。

保
育

環
境

構
成

の
見

直
し

・
修

正
・

実
践

・
省

察
を

行
い

、
ク

ラ
ス

の
職

員
同

士
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

の
振

り
返

り
、

自
ら

の
保

育
の

質
を

検
討

す
る

上
で

の
試

行
錯

誤
。

3回
目

の
研

修
後

、
同

僚
間

に
お

け
る

保
育

中
の

振
り

返
り

の
時

間
確

保
に

困
難

感
。

毎
日

の
日

誌
や

連
絡

帳
に

記
入

す
る

際
に

加
え

、
月

案
や

日
課

を
作

成
す

る
際

に
振

り
返

り
の

機
会

が
付

加
。

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
っ

て
自

ら
の

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
が

整
理

可
能

と
な

り
、

無
意

識
を

意
識

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

保
育

に
対

す
る

気
づ

き
や

深
ま

り
が

持
て

る
こ

と
を

実
感

。
自

ら
が

ど
の

よ
う

に
子

ど
も

の
育

ち
を

支
え

、
現

在
の

保
育

実
践

に
対

す
る

課
題

を
明

確
化

す
る

こ
と

の
実

現
し

、
自

信
向

上
。

自
ら

の
子

ど
も

た
ち

へ
の

対
応

に
関

す
る

振
り

返
り

と
反

省
に

伴
い

、
子

ど
も

の
主

体
性

を
重

視
し

た
保

育
の

意
識

化
を

図
る

事
で

悩
み

の
出

現
。

4回
目

の
研

修
後

、
同

僚
間

に
お

け
る

保
育

中
ま

た
は

子
ど

も
の

活
動

後
の

振
り

返
り

と
い

う
保

育
中

の
振

り
返

り
が

日
常

化
。

振
り

返
り

後
に

改
善

点
を

明
確

化
し

、
保

育
の

質
を

捉
え

、
向

上
さ

せ
て

い
く

力
が

出
現

。
文

章
・

エ
ピ

ソ
ー

ド
・

マ
ッ

プ
の

3段
階

に
お

け
る

保
育

の
振

り
返

り
過

程
か

ら
自

ら
の

考
察

の
深

化
と

保
育

実
践

の
変

化
を

実
感

。
自

信
の

な
さ

は
減

少
し

、
保

育
所

保
育

指
針

に
基

づ
い

た
保

育
へ

の
自

信
と

自
ら

の
保

育
実

践
へ

の
安

心
感

を
獲

得
。

同
僚

を
指

導
す

る
立

場
と

し
て

の
責

任
と

不
安

を
抱

え
る

と
同

時
に

、
自

ら
の

保
育

の
質

に
対

す
る

自
問

自
答

。

さ
ら

に
、追

記
す

べ
き

点
・

課
題

・
同

僚
保

育
者

に
対

す
る

指
導

・
助

言
を

必
要

と
さ

れ
る

立
場

な
の

で
は

?/
・

自
ら

の
専

門
性

が
高

ま
る

中
で

、
さ

ら
に

保
育

の
質

を
高

め
る

た
め

の
葛

藤
や

悩
み

を
抱

え
る

時
期

な
の

で
は

? 
/・

保
育

を
専

門
的

に
語

る
説

明
責

任
が

伴
う

立
場

に
な

る
の

で
は

? 
/・

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
の

研
修

の
効

果
を

ど
の

よ
う

に
捉

え
て

い
る

の
か

? 
/・

エ
ピ

ソ
ー

ド
研

修
の

内
容

の
違

い
に

よ
っ

て
研

修
へ

の
印

象
や

理
解

度
に

も
異

な
り

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
?/

・
定

期
的

な
振

り
返

り
に

よ
る

安
心

感
が

あ
る

の
か

? 
/・

定
期

的
な

機
会

だ
け

が
振

り
返

り
か

?/
・

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

述
に

よ
る

振
り

返
り

研
修

の
経

験
に

よ
っ

て
、

定
期

的
な

日
常

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
必

要
な

時
の

日
常

の
行

為
と

し
て

自
ら

の
保

育
を

振
り

返
る

よ
う

に
な

っ
た

の
か

?/
・

同
僚

と
の

伝
え

合
い

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

内
容

な
の

か
?/

・
振

り
返

り
の

方
法

に
よ

っ
て

場
面

の
捉

え
方

や
保

育
の

客
観

視
に

違
い

が
あ

る
の

か
?/

・
な

ぜ
、

自
ら

の
保

育
に

自
信

が
な

い
の

か
? 

/自
ら

の
保

育
実

践
と

保
育

所
保

育
指

針
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
考

え
る

意
義

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
?/

・
保

育
所

保
育

指
針

と
子

ど
も

の
成

長
過

程
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

子
ど

も
の

実
情

に
応

じ
た

保
育

を
実

践
し

た
時

に
、

ど
の

よ
う

な
場

面
や

き
っ

か
け

で
保

育
方

法
を

変
化

さ
せ

る
必

要
性

に
気

づ
い

た
の

か
? 

/・
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

同
僚

は
し

て
く

れ
た

の
か

?/
・

ど
の

よ
う

に
保

育
実

践
を

振
り

返
っ

て
い

き
た

い
か

?/
・

保
育

者
が

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

保
育

を
実

現
さ

せ
て

い
く

た
め

に
ど

の
よ

う
な

ゆ
と

り
や

改
善

が
必

要
な

の
か

? 




